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宋
～
明
代
の
日
用
類
書

　
中
国
で
は
、
宋
代
以
後
に
書
籍
の
印
刷
技
術
が
確
立
し
、
出
版
活
動
が
盛
ん
に
な
っ
た
。
そ
れ
ま
で
手
書
き
で
写
本
を
作
る
し
か
方
法

が
な
か
っ
た
書
籍
が
、
木
版
印
刷
に
よ
っ
て
同
時
に
大
量
に
作
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
政
治
・
歴
史
あ
る
い
は

儒
学
な
ど
に
か
か
わ
る
重
要
な
書
籍
が
多
数
出
版
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
な
か
に
は
百
科
全
書
・
百
科
事
典
と
も
意
訳
さ
れ
る
「
類
書
」
と

い
う
ジ
ャ
ン
ル
の
書
籍
も
含
ま
れ
て
い
た
。「
類
書
」
と
は
各
種
の
記
事
を
事
項
ご
と
に
収
集
、
分
類
し
、
参
照
に
便
利
な
よ
う
に
編
集
し

た
も
の
で
、
唐
代
以
前
に
も
皇
帝
や
官
僚
の
政
治
、
教
養
に
役
立
て
る
た
め
の
「
類
書
」
が
あ
っ
た
。
そ
れ
が
宋
・
元
代
に
な
る
と
士
大

夫
や
知
識
階
級
の
日
常
生
活
に
役
立
つ
日
用
類
書
も
出
版
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
い
わ
ば
公
的
領
域
の
「
類
書
」
か
ら
私
的
領

域
の
「
類
書
」
に
ま
で
対
象
分
野
が
拡
大
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
動
き
は
さ
ら
に
広
が
り
、
明
代
後
半
期
以
降
に
は
一
般
の
人
び
と

の
生
活
に
役
立
つ
「
類
書
」
ま
で
も
が
出
版
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
が
仁
井
田
陞
氏
の
い
わ
ゆ
る
「
日
用
百
科
全
書
」
で
あ
り

（［
仁
井
田
一
九
六
二
］）、
酒
井
忠
夫
氏
の
「
通
俗
的
な
日
用
類
書
」
で
あ
る
（［
酒
井
二
〇
一
一
］）。
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こ
れ
ら
史
料
全
体
の
名
称
に
つ
い
て
い
え
ば
、
日
本
・
中
国
を
問
わ
ず
さ
ま
ざ
ま
な
呼
称
が
用
い
ら
れ
て
き
た
。
た
と
え
ば
「
日
用
雑

書
」「
通
俗
類
書
」「
百
科
全
書
」
な
ど
が
研
究
論
文
の
題
名
に
見
え
て
い
る
。
尤
陳
俊
氏
は
「
民
間
日
用
類
書
」
が
そ
の
性
格
を
よ
く
表

す
名
称
だ
と
し
つ
つ
、
基
層
社
会
に
普
及
し
て
い
る
「
村
落
日
用
類
書
」
と
区
別
す
る
た
め
に
「
日
用
類
書
」
と
い
う
名
称
を
用
い
る
と

い
う
（［
尤
二
〇
一
三
］）。
本
稿
も
日
本
・
中
国
の
研
究
動
向
を
踏
ま
え
て
「
日
用
類
書
」
と
い
う
名
称
を
使
用
し
た
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
宋
・
元
代
ま
で
の
日
用
類
書
が
中
国
の
伝
統
的
な
価
値
観
か
ら
も
相
応
に
評
価
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
明
代
の
日
用

類
書
は
内
容
が
通
俗
的
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
、
評
価
さ
れ
な
か
っ
た
。
た
と
え
ば
、
清
代
に
編
纂
さ
れ
た
『
四
庫
全
書
』
の
内
容
を
簡
潔

に
紹
介
、
批
評
し
た
『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』
で
は
「
剽
窃
、
腐
敗
の
書
」
な
ど
と
批
判
さ
れ
て
い
た
と
い
う
（［
酒
井
二
〇
一
一
］）。
そ

の
た
め
、
こ
れ
が
中
国
に
お
い
て
珍
重
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
散
逸
し
て
し
ま
っ
た
類
書
も
多
か
っ
た
。
他
方
、
日
本
に
輸
入
さ
れ
た
日

用
類
書
は
、
中
国
伝
来
の
書
籍
と
い
う
付
加
価
値
も
あ
っ
て
珍
重
さ
れ
、
多
種
の
類
書
が
現
代
ま
で
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　
明
代
の
通
俗
的
日
用
類
書
に
は
こ
の
よ
う
な
歴
史
的
背
景
が
あ
り
、
編
纂
方
法
や
印
刷
・
製
本
の
面
で
杜
撰
な
も
の
が
多
か
っ
た
。
ま

た
記
事
に
は
誤
字
・
脱
字
が
多
く
、
口
語
表
現
が
含
ま
れ
る
な
ど
、
読
解
が
困
難
な
要
素
を
も
抱
え
て
い
た
。
歴
史
研
究
に
お
い
て
あ
ま

り
重
要
視
さ
れ
な
か
っ
た
背
景
に
は
、
こ
う
し
た
事
情
も
あ
る
。
し
か
し
そ
こ
で
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
テ
ー
マ
は
多
岐
に
わ
た
り
、
出
版

点
数
も
多
か
っ
た
。
さ
ら
に
そ
こ
に
は
当
時
の
社
会
で
常
識
と
な
っ
て
い
た
雑
多
な
情
報
が
豊
富
に
取
り
こ
ま
れ
て
い
た
。
も
ち
ろ
ん
法

制
史
関
連
記
事
も
必
須
項
目
の
ひ
と
つ
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
明
代
後
半
期
か
ら
清
代
初
め
ま
で
の
法
制
史
研
究
の
史

料
と
し
て
、
ま
た
基
層
社
会
の
あ
り
方
を
研
究
す
る
史
料
と
し
て
大
き
な
意
義
を
持
っ
て
い
る
史
料
で
あ
る
と
い
え
る
。
今
後
の
研
究
に

お
い
て
日
用
類
書
の
活
用
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

2
　
明
代
日
用
類
書
の
研
究
史

　
こ
の
史
料
の
重
要
性
に
最
初
に
注
目
し
た
の
は
仁
井
田
陞
氏
で
あ
っ
た
。
氏
は
日
本
に
残
さ
れ
て
い
た
日
用
類
書
の
収
集
を
お
こ
な
い
、
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そ
れ
を
活
用
し
て
村
の
規
約
と
小
作
証
書
に
つ
い
て
研
究
し
た
（［
仁
井
田
一
九
六
二
］）。
そ
の
後
、
日
用
類
書
の
史
料
的
価
値
を
認
め
て
書

誌
的
研
究
を
深
め
た
の
は
酒
井
忠
夫
氏
で
あ
っ
た
（［
酒
井
二
〇
一
一
］）。
氏
は
日
用
類
書
の
全
体
像
に
対
す
る
見
取
り
図
を
提
供
し
、
各

類
書
に
つ
い
て
簡
潔
な
紹
介
を
お
こ
な
っ
た
。
基
礎
的
研
究
と
し
て
も
入
門
書
と
し
て
も
、
き
わ
め
て
有
意
義
な
研
究
で
あ
る
。
そ
の
後
、

坂
出
祥
伸
氏
は
日
用
類
書
の
所
在
目
録
を
作
成
し
（［
坂
出
一
九
九
八
］）、
ま
た
そ
れ
ら
の
書
目
解
題
を
お
こ
な
っ
た
（［
坂
出
一
九
九
九
］）。

所
在
目
録
に
つ
い
て
は
、
筆
者
が
杉
浦
廣
子
氏
の
協
力
を
得
て
大
幅
に
補
足
し
、
デ
ー
タ
を
公
開
し
て
い
る
（［
大
澤
・
杉
浦
二
〇
一
八
］）。

小
川
陽
一
氏
は
文
学
研
究
の
立
場
か
ら
社
会
風
俗
を
研
究
す
る
史
料
と
し
て
い
ち
早
く
こ
れ
を
活
用
し
、
成
果
を
あ
げ
て
い
た
（［
小
川
一

九
九
五
］）。
一
方
で
、
汲
古
書
院
に
よ
っ
て
日
本
に
現
存
す
る
日
用
類
書
の
影
印
事
業
も
お
こ
な
わ
れ
た
。
こ
う
し
た
基
礎
的
研
究
と
出

版
活
動
の
結
果
、
明
代
日
用
類
書
の
全
体
像
を
見
渡
す
こ
と
が
可
能
に
な
り
、
歴
史
・
文
学
研
究
に
対
す
る
有
効
性
が
か
な
り
の
程
度
ま

で
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。
歴
史
学
研
究
の
方
面
で
は
、
仁
井
田
陞
氏
の
研
究
以
来
、
契
約
問
題
や
商
業
史
な
ど
の
個
別
分
野
で
注
目
さ

れ
、
部
分
的
に
利
用
さ
れ
て
き
た
。
岸
本
美
緒
氏
は
契
約
書
に
関
す
る
史
料
研
究
で
そ
の
記
事
を
紹
介
し
て
い
る
し
（［
岸
本
一
九
九
三
］）、

寺
田
隆
信
氏
は
商
業
史
研
究
に
お
い
て
日
用
類
書
の
記
事
を
取
り
あ
げ
た
（［
寺
田
一
九
七
二
］）。
そ
の
後
の
商
業
史
研
究
に
お
い
て
も
日

用
類
書
は
利
用
さ
れ
続
け
て
い
る
。

　
さ
ら
に
最
近
の
中
国
で
は
、
西
南
師
範
大
学
出
版
社
に
よ
っ
て
よ
り
多
く
の
種
類
の
日
用
類
書
が
影
印
さ
れ
た
。
こ
の
動
き
と
相
ま
っ

て
、
中
国
で
は
膨
大
な
研
究
論
文
が
発
表
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
紹
介
す
る
紙
幅
は
な
い
が
、
さ
し
あ
た
り
本
稿
に
関

連
す
る
研
究
と
し
て
、
台
湾
の
呉
蕙
芳
氏
が
上
梓
し
た
諸
論
考
（［
呉
二
〇
〇
七
］）
を
は
じ
め
と
す
る
研
究
と
、
中
国
の
尤
陳
俊
氏
の
研
究

（［
尤
二
〇
一
三
］）
を
あ
げ
て
お
き
た
い
。
呉
氏
は
宋
代
か
ら
清
代
ま
で
の
日
用
類
書
を
幅
広
く
取
り
あ
げ
、「
生
活
知
識
」
の
普
及
を
研
究

し
た
。
尤
氏
は
日
本
お
よ
び
英
語
・
中
国
語
圏
に
お
け
る
学
説
史
全
般
を
広
く
検
討
す
る
こ
と
か
ら
始
め
て
、
契
約
や
訴
訟
に
関
わ
る
日

用
類
書
の
記
事
を
分
析
し
た
。
本
稿
の
ね
ら
い
と
重
な
る
と
こ
ろ
も
多
い
、
注
目
す
べ
き
研
究
で
あ
る
。［
尤
二
〇
一
三
］
で
は
と
く
に
中

国
に
お
け
る
諸
種
の
契
約
お
よ
び
訴
訟
と
法
律
知
識
に
関
す
る
研
究
動
向

―
も
ち
ろ
ん
日
用
類
書
に
関
係
す
る
研
究
で
あ
る
が

―
が
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全
般
的
に
整
理
、
批
判
さ
れ
て
い
て
有
益
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
碩
士
論
文
つ
ま
り
修
士
論
文
に
ま
で
目
配
り
さ
れ
て
い
る
。

3
　
明
代
日
用
類
書
に
つ
い
て

　
明
代
の
日
用
類
書
に
は
、
一
分
野
に
特
化
し
た
類
書
で
な
い
か
ぎ
り
、
法
制
史
関
係
の
分
門
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
ほ
と
ん

ど
は
各
葉
を
上
・
下
二
層
に
分
け
た
様
式
で
記
述
さ
れ
、
以
下
に
掲
げ
る
よ
う
な
項
目
名
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
本
稿
の
最
初
に
主
要
な

日
用
類
書
の
略
称
、
刊
行
年
、
名
称
お
よ
び
法
制
史
関
連
分
門
の
巻
数
と
項
目
名
を
あ
げ
て
お
き
た
い
。
た
だ
し
、
取
り
あ
げ
る
日
用
類

書
は
、
二
種
の
叢
書
、
す
な
わ
ち
酒
井
忠
夫
監
修
、
坂
出
祥
伸
・
小
川
陽
一
編
『
中
国
日
用
類
書
集
成
』（
汲
古
書
院
、
一
九
九
九
～
二
〇
〇

四
年
）
と
中
国
社
会
科
学
院
歴
史
研
究
所
文
化
室
編
『
明
代
通
俗
日
用
類
書
集
刊
』（
重
慶
、
西
南
師
範
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
）
に
収
め

ら
れ
て
い
る
類
書
、
お
よ
び
現
在
の
日
本
の
図
書
館
な
ど
で
公
開
し
て
い
る
も
の
に
限
定
す
る
。
こ
れ
ら
は
坂
出
祥
伸
氏
が
掲
げ
た
一
八

種
の
う
ち
比
較
的
入
手
し
や
す
い
日
用
類
書
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
日
用
類
書
の
書
名
に
つ
い
て
は
大
き
な
問
題
が
あ
る
。
そ
の
書
名
の
つ
け
方
が
か
な
り
杜
撰
で
、
題
簽
や
巻
頭
ま
た
各
巻

の
巻
首
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
書
名
が
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
例
が
い
く
ら
で
も
あ
る
。
ま
た
同
名
の
日
用
類
書
で
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
分

門
の
構
成
が
異
な
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
こ
れ
は
日
用
類
書
が
い
か
に
安
易
に
、
粗
末
な
環
境
で
編
纂
さ
れ
た
か
と
い
う
事
情
を
う
か

が
わ
せ
る
も
の
で
も
あ
る
。
と
り
あ
え
ず
本
稿
で
は
第
一
巻
巻
首
に
付
け
ら
れ
て
い
る
標
題
を
書
名
と
し
て
扱
う
こ
と
と
し
た
い
。
さ
ら

に
内
容
で
は
、
目
次
や
項
目
名
と
実
際
の
記
事
と
が
一
致
し
て
い
な
い
も
の
や
、
目
次
に
は
あ
る
も
の
の
、
記
事
の
方
に
項
目
名
が
掲
げ

ら
れ
て
い
な
い
も
の
も
あ
る
。
こ
の
場
合
、
本
稿
で
は
目
次
の
方
の
項
目
名
を
掲
げ
る
こ
と
と
す
る
。

　
以
下
、
本
稿
の
問
題
意
識
で
研
究
対
象
と
す
べ
き
日
用
類
書
の
略
称
お
よ
び
書
名
と
法
制
史
関
連
記
事
の
分
門
・
項
目
名
を
出
版
年
の

順
に
あ
げ
る
。

　
1
『
萬
書
萃
寳
』：
万
暦
二
四
年
（
一
五
九
六
）
刊
『
新
鍥
天
下
備
覧
文
林
類
記
萬
書
萃
寳
』
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巻
一
二
　
　
民
用
門
　
　
上
層
　
文
契
体
式
　
　
　
　
下
層
　
民
用
須
知

巻
一
八
　
　
律
例
門
　
　
上
層
　
律
令
行
移
　
　
　
　
下
層
　
律
令
総
覧

巻
一
九
　
　
矜
式
門
　
　
上
層
　
珥
筆
硃
語
　
　
　
　
下
層
　
珥
筆
文
峰

　
2
『
五
車
抜
錦
』：
万
暦
二
五
年
（
一
五
九
七
）
刊
『
新
鍥
全
補
天
下
四
民
利
用
便
観
五
車
抜
錦
』

巻
　
六
　
　
律
例
門
　
　
上
層
　
律
令
行
移
　
　
　
　
下
層
　
法
家
要
覧

巻
二
四
　
　
体
式
門
　
　
上
層
　
諸
般
体
式
　
　
　
　
下
層
　
珥
筆
文
鋒

　
3
『
三
台
萬
用
』：
万
暦
二
七
年
（
一
五
九
九
）
刊
『
新
刻
天
下
四
民
便
覧
三
台
萬
用
正
宗
』

巻
　
八
　
　
律
例
門
　
　
上
層
　
招
擬
指
南
　
　
　
　
下
層
　
鳴
情
均
化
録

巻
一
七
　
　
民
用
門
　
　
上
層
　
民
用
須
知
　
　
　
　
下
層
　
呈
状
式

　
4
『
文
林
聚
寳
』：
万
暦
二
八
年
（
一
六
〇
〇
）
刊
『
新
鍥
燕
台
校
正
天
下
通
行
文
林
聚
寳
萬
巻
星
羅
』

巻
一
二
　
　
律
例
門
　
　
上
層
　
律
令
行
移
　
　
　
　
下
層
　
法
家
要
覧

巻
三
二
　
　
奇
策
門
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
層
　
公
案
要
訣

　
5
『
學
海
群
玉
』：
万
暦
三
五
年
（
一
六
〇
七
）
序
『
新
刊
翰
苑
廣
記
補
訂
四
民
捷
用
學
海
群
玉
』

巻
　
八
　
　
律
法
門
類
　
上
層
　
律
巻
総
目
　
　
　
　
下
層
　
律
例
捷
要

巻
　
九
　
　
状
式
門
類
　
上
層
　
硃
語
体
式
　
　
　
　
下
層
　
珥
筆
規
模

　
6
『
萬
用
正
宗
不
求
人
』：
万
暦
三
五
年
（
一
六
〇
七
）
刊
『
鼎
新
崇
文
閣
彙
纂
士
民
萬
用
正
宗
不
求
人
全
編
』

巻
　
五
　
　
体
式
門
類
　
上
層
　
諸
般
体
式
　
　
　
　
下
層
　
作
状
規
格

巻
一
二
　
　
律
法
門
類
　
上
層
　
律
令
行
移
　
　
　
　
下
層
　
法
家
要
覧

7
『
萬
書
淵
海
』：
万
暦
三
八
年
（
一
六
一
〇
）
刊
『
新
刻
全
補
士
民
備
覧
便
用
文
林
彙
錦
萬
書
淵
海
』

巻
　
六
　
　
律
例
門
　
　
上
層
　
律
条
行
移
　
　
　
　
下
層
　
律
例
総
覧

巻
一
七
　
　
状
式
門
　
　
上
層
　
分
条
硃
語
　
　
　
　
下
層
　
珥
筆
文
峰

8
『
妙
錦
萬
寳
全
書
』：
万
暦
四
〇
年
（
一
六
一
二
）
刊
『
新
板
全
補
天
下
便
用
文
林
妙
錦
萬
寳
全
書
』

巻
　
六
　
　
律
法
門
　
　
上
層
　
律
令
行
移
　
　
　
　
下
層
　
法
家
要
覧
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巻
一
七
　
　
体
式
門
　
　
上
層
　
硃
語
体
式
　
　
　
　
下
層
　
珥
筆
文
峰

　
9
『
五
車
萬
寳
全
書
』：
万
暦
四
二
年
（
一
六
一
四
）
刊
『
新
刻
捜
羅
五
車
合
併
萬
寳
全
書
』

巻
　
九
　
　
民
用
門
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
層
　
関
禁
約
契

巻
一
六
　
　
詞
状
門
　
　
上
層
　
珥
筆
硃
語
　
　
　
　
下
層
　
珥
筆
文
峰

　
10
『
新
裁
萬
寳
全
書
』：
万
暦
四
二
年
（
一
六
一
四
）
序
『
新
刻
鄴
架
新
裁
萬
寳
全
書
』

巻
　
九
　
　
民
用
門
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
層
　
関
禁
約
契

　
11
『
一
事
不
求
人
』：
万
暦
年
間
刊
『
新
刻
群
書
摘
要
士
民
便
用
一
事
不
求
人
』

巻
　
九
　
　
民
用
門
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
層
　
関
文
契
券

巻
一
〇
　
　
選
択
門
　
　
上
層
　
法
家
要
略
　
　
　
　
下
層
　
選
択
要
訣

　
12
『
萬
錦
全
書
』：
万
暦
年
間
刊
『
新
刻
天
下
民
家
便
用
萬
錦
全
書
』

巻
　
九
　
　
民
用
門
　
　
上
層
　
文
契
体
式
　
　
　
　
下
層
　
分
関
体
式

　
13
『
萬
書
萃
錦
』：
万
歴
年
間
刊
『
新
刻
四
民
便
覧
萬
書
萃
錦
』

巻
　
五
　
　
律
例
門
　
　
上
層
　
律
例
行
移
　
　
　
　
下
層
　
金
科
縅
賦

巻
　
六
　
　
状
式
門
　
　
上
層
　
分
条
硃
語
　
　
　
　
下
層
　
珥
筆
文
峰

　
14
『
全
書
備
考
』：
崇
禎
一
四
年
（
一
六
三
三
）
序
『
新
刻
人
瑞
堂
訂
補
全
書
備
考
』

巻
一
一
　
　
体
式
門
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
層
　
分
関
書
式

巻
一
八
　
　
状
法
門
　
　
上
層
　
詞
状
硃
語
　
　
　
　
下
層
　
体
段
貫
串
活
套

　
15
『
積
玉
全
書
』：
崇
禎
年
間
刊
『
鼎
鐫
李
先
生
増
補
四
民
便
用
積
玉
全
書
』

巻
一
五
　
　
律
法
　
　
　
上
層
　
律
例
行
移
　
　
　
　
下
層
　
蕭
曹
遺
筆

巻
一
六
　
　
状
式
　
　
　
上
層
　
分
条
硃
語
　
　
　
　
下
層
　
法
家
心
訣
・
体
段
貫
串
活
奪

巻
三
一
　
　
契
約
　
　
　
上
層
　
文
契
体
式
　
　
　
　
下
層
　
関
約
彙
式

　
16
『
學
海
不
求
人
』：
明
刊
『
鼎
鍥
龍
頭
一
覧
學
海
不
求
人
』

巻
一
六
（
?
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
層
　
分
関
体
式
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巻
一
八
　
　
律
法
門
　
　
上
層
　
選
輯
珥
筆
文
峰
　
　
下
層
　
律
法
門
便
覧

　
17
『
尺
牘
双
魚
』：
明
末
刊
『
新
鐫
増
補
較
正
幾
寅
熊
先
生
尺
牘
双
魚
』

巻
　
七
　
　（
上
下
層
の
区
分
な
し
）
関
約
類
　
契
帖
類

　
以
上
一
七
種
で
あ
る
が
、
前
掲
尤
陳
俊
氏
が
利
用
し
た
の
は
13 

、
15 

、
17
を
除
く
一
四
種
で
あ
っ
た
。
13
は
山
口
大
学
図
書
館
がw

eb

上
に
公
開
し
て
お
り
、
15
は
宮
内
庁
書
陵
部
で
閲
覧
可
能
で
あ
る
。
ま
た
こ
れ
ら
の
書
名
は
日
本
語
で
言
え
ば
「
集
め
た
宝
物
」（
萃
寳
）、

「
良
き
も
の
の
抜
き
書
き
」（
抜
錦
）、「
痒
い
所
に
手
が
届
く
、
孫
の
手
」（
不
求
人
）
と
い
っ
た
意
味
で
あ
る
。
貴
重
な
情
報
満
載
、
何
で

も
百
科
、
と
い
っ
た
販
売
用
の
惹
句
つ
ま
り
コ
ピ
ー
を
兼
ね
た
書
名
で
あ
る
。

　
さ
て
、
こ
れ
ら
の
書
名
を
一
見
し
た
だ
け
で
は
内
容
の
見
当
が
つ
か
な
い
。
け
れ
ど
も
記
事
を
読
ん
で
み
る
と
、
主
要
な
テ
ー
マ
は
ほ

ぼ
三
分
野
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
第
一
は
「
律
法
門
」
な
ど
の
分
門
名
で
「
法
家
要
覧
」「
律
例
行
移
」
と
い
っ
た
項
目
名
が
あ

げ
ら
れ
て
い
る
も
の
。
こ
れ
ら
は
明
代
の
法
律
に
関
す
る
基
礎
知
識
を
ま
と
め
た
も
の
で
、
日
常
生
活
に
必
要
と
思
わ
れ
る
法
律
条
文
や

規
定
を
簡
潔
に
ま
と
め
て
い
る
。
第
二
は
「
民
用
門
」
な
ど
の
分
門
名
で
「
民
用
須
知
」「
諸
般
体
式
」
と
い
っ
た
項
目
名
が
あ
げ
ら
れ
て

い
る
も
の
。
こ
れ
ら
は
契
約
書
類
の
書
式
の
例
な
ど
を
あ
げ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
家
産
分
割
契
約
書
や
貸
借
契
約
書
な
ど
の

書
式
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
第
三
は
「
律
例
門
」
な
ど
の
分
門
名
で
「
硃
語
体
式
」「
珥
筆
文
峰
」
と
い
っ
た
項
目
名
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る

も
の
。
こ
れ
ら
は
訴
訟
を
起
こ
す
際
に
必
要
な
告
訴
状
の
書
き
方
に
つ
い
て
の
指
南
書
で
あ
る
。
こ
の
他
、『
三
台
萬
用
』
に
「
招
擬
指

南
」（
供
述
調
書
の
書
き
方
）、『
文
林
聚
寳
』
に
「
公
案
要
訣
」（
裁
判
で
下
さ
れ
た
判
語
の
実
例
）
が
あ
る
が
、
他
の
類
書
に
は
見
ら
れ
な
い
項

目
で
あ
る
。
以
上
の
三
つ
が
主
要
な
テ
ー
マ
で
あ
る
。
た
だ
し
こ
れ
ら
の
分
門
・
項
目
名
は
厳
密
な
も
の
で
は
な
い
。
同
じ
分
門
名
で
あ
っ

て
も
内
容
が
異
な
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
し
た
が
っ
て
一
つ
一
つ
の
項
目
の
記
事
を
実
際
に
読
ん
で
み
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。

　
と
も
あ
れ
、
こ
れ
ら
の
記
事
は
い
ず
れ
も
民
間
人
の
法
律
に
対
す
る
意
識
を
知
る
う
え
で
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
。
前
掲
の
尤
陳
俊
氏

の
研
究
は
こ
こ
に
一
つ
の
重
点
を
置
い
て
い
た
。
本
稿
で
も
こ
う
し
た
問
題
を
全
般
的
に
取
り
あ
げ
て
み
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
問
題
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が
広
す
ぎ
る
し
、
紙
幅
の
関
係
も
あ
る
。
こ
こ
で
は
第
三
の
分
野
の
告
訴
状
の
書
き
方
に
注
目
し
、
基
層
社
会
に
お
け
る
訴
訟
の
実
態
を

知
る
手
が
か
り
と
し
た
い
。

　
言
う
ま
で
も
な
く
、
告
訴
状
に
は
裁
判
の
原
告
・
被
告
お
よ
び
彼
ら
の
活
動
を
考
え
る
た
め
の
情
報
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
告

訴
状
一
般
の
書
き
方
を
指
南
す
る
と
い
う
日
用
類
書
の
性
格
上
、
そ
こ
で
扱
わ
れ
る
題
材
は
幅
広
く
、
当
時
の
訴
訟
事
案
の
ほ
ぼ
全
体
を

カ
バ
ー
し
て
い
る
。
こ
れ
を
研
究
す
れ
ば
当
時
の
訴
訟
問
題
は
も
ち
ろ
ん
、
基
層
社
会
に
お
け
る
矛
盾
の
あ
り
か
も
見
え
て
く
る
は
ず
で

あ
る
。

　
具
体
的
に
は
、
前
記
の
日
用
類
書
の
な
か
の
項
目
で
「
硃
語
」
や
「
珥
筆
」
と
い
う
語
句
が
含
ま
れ
る
記
事
に
注
目
し
た
い
。「
硃
語
」

と
は
告
訴
状
の
見
出
し
部
分
に
用
い
る
四
字
な
い
し
二
字
熟
語
の
標
題
で
あ
り
、「
珥
筆
」
は
告
訴
状
の
本
文
に
用
い
る
例
文
集
で
あ
る
。

参
考
ま
で
に
書
い
て
お
け
ば
、「
珥
筆
」
と
い
う
の
は
冠
の
わ
き
に
筆
を
挟
む
と
い
う
意
味
で
、
そ
れ
は
記
録
担
当
役
人
の
一
般
的
な
ス
タ

イ
ル
で
あ
っ
た
。
ま
た
「
珥
筆
」
と
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
「
文
鋒
」「
文
峰
」「
規
模
」
な
ど
で
あ
る
が
、「
文
峰
」
と
「
文
鋒
」
は
同
音

で
、
文
章
の
鋒ほ

こ

先
、
と
が
っ
た
き
っ
先
と
い
う
意
味
で
あ
り
、「
規
模
」
は
型
式
、
形
態
と
い
っ
た
意
味
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
「
珥
筆
文

峰
」
と
は
「
公
式
的
文
章
の
切
れ
味
の
よ
い
文
例
、
文
体
」
と
い
う
よ
う
な
意
味
に
な
る
。
と
も
あ
れ
「
硃
語
」「
珥
筆
」
と
あ
れ
ば
、
誰

か
を
告
訴
す
る
場
合
の
訴
状
の
書
き
方
を
、
例
句
・
例
文
を
あ
げ
て
教
え
る
記
事
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
当

時
、
誰
が
、
誰
を
、
い
か
な
る
事
案
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
訴
え
て
い
た
か
の
典
型
例
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
事
案
の
内
容
か
ら
は
、

当
時
の
人
間
関
係
や
活
動
の
典
型
的
な
実
態
が
う
か
が
え
る
。
つ
ま
り
告
訴
状
指
南
の
内
容
は
、
訴
訟
問
題
か
ら
み
た
社
会
史
研
究
の
格

好
の
史
料
と
な
し
得
る
は
ず
で
あ
る
。

　
他
方
、
こ
れ
ら
の
記
事
を
読
ん
で
み
る
と
、
さ
き
に
も
触
れ
た
よ
う
な
誤
字
・
脱
字
あ
る
い
は
俗
字
の
多
さ
に
閉
口
し
、
さ
ら
に
文
章

の
難
解
さ
に
頭
を
悩
ま
せ
る
。
さ
し
あ
た
り
文
字
の
信
頼
性
が
高
い
テ
キ
ス
ト
が
ほ
し
く
な
る
が
、
こ
の
な
か
で
は
『
五
車
抜
錦
』
と
『
三

台
萬
用
』
が
比
較
的
読
み
や
す
い
。
と
く
に
『
三
台
萬
用
』
は
定
評
が
あ
る
。
酒
井
忠
夫
氏
は
こ
れ
を
日
用
類
書
の
な
か
で
「
最
も
詳
細
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な
も
の
の
ひ
と
つ
」
で
、「
明
代
の
類
書
の
研
究
に
は
最
も
重
要
な
意
義
を
も
っ
て
い
る
」（［
酒
井
二
〇
一
一
］
一
〇
九
頁
）
と
評
価
す
る
。
も

ち
ろ
ん
、
こ
の
本
に
も
か
な
り
の
誤
字
や
脱
落
が
あ
る
。
け
れ
ど
も
そ
れ
ら
は
あ
る
程
度
ま
で
、
他
の
類
書
に
よ
っ
て
補
う
こ
と
が
で
き

る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
い
く
つ
か
の
類
書
に
同
じ
出
典
の
例
句
・
例
文
が
引
用
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ら
を
突
き
合
わ
せ
て

比
較
す
れ
ば
元
の
記
事
を
復
元
す
る
こ
と
も
可
能
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
本
稿
で
は
、『
三
台
萬
用
』
巻
八
（
下
層
）
律
例
門
の
全
体
を
占
め
て
い
る
『
鳴
情
均
化
録
』
と
い
う
書
物
の
記
事
を
取
り
あ
げ
た
い
。
そ

の
著
者
や
書
誌
的
情
報
に
つ
い
て
は
い
ま
の
と
こ
ろ
未
詳
で
あ
る
が
、
内
容
は
前
記
の
よ
う
な
告
訴
状
の
書
き
方
で
あ
る
。
本
稿
で
は
こ

の
史
料
の
一
部
を
簡
単
に
紹
介
し
て
ゆ
く
こ
と
と
す
る
。

【
参
考
文
献
】

大
澤
正
昭
「
明
代
日
用
類
書
の
告
訴
状
指
南

―
｢

土
豪｣

を
告
訴
す
る

―
」（『
唐
宋
変
革
研
究
通
訊
』
七
号
、
二
〇
一
六
年
）

大
澤
正
昭
「
商
人
た
ち
の
告
訴
状

―
明
代
日
用
類
書
の
事
例
か
ら

―
」（『
上
智
史
学
』
六
二
号
、
二
〇
一
七
年
）

大
澤
正
昭
「『
新
刻
天
下
四
民
便
覧
三
台
万
用
正
宗
』
巻
八
（
下
層
）
律
例
門
訳
注
稿
（
試
行
本V

er.2

）」（
公
益
財
団
法
人
東
洋
文
庫
研
究
部
「
宋

～
明
日
用
類
書
訳
注
」UR

L: http://w
w

w
.toyo-bunko.or.jp/research/nichiyoruisyoyakuchu/som

innichiyoruisyo yakuchu.htm
l

、

二
〇
一
七
年
三
月
公
開
）

大
澤
正
昭
監
修
・
杉
浦
廣
子
編
『
明
刊
本
日
用
類
書
国
内
所
蔵
機
関
目
録
稿
』（
公
益
財
団
法
人
東
洋
文
庫
、
二
〇
一
八
年
三
月
公
開
。U

R
L 

同

前
）

大
澤
正
昭
「『
新
刻
天
下
四
民
便
覧
三
台
万
用
正
宗
』
巻
八
（
下
層
）
律
例
門
未
収
録
条
文
訳
注
稿
（
改
訂
版V

er.1

）」（
公
益
財
団
法
人
東
洋

文
庫
、
二
〇
一
八
年
三
月
公
開
。U

R
L 

同
前
）

小
川
陽
一
『
日
用
類
書
に
よ
る
明
清
小
説
の
研
究
』（
研
文
出
版
、
一
九
九
五
年
）
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岸
本
美
緒
「
明
清
契
約
文
書
」（
滋
賀
秀
三
編
『
中
国
法
制
史
　
基
本
資
料
の
研
究
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
三
年
所
収
）

呉
　
蕙
芳
『
明
清
以
来
民
間
生
活
知
識
的
建
構
与
伝
逓
』（
台
北
、
台
湾
学
生
書
局
、
二
〇
〇
七
年
）

酒
井
忠
夫
「
明
代
の
日
用
類
書
と
庶
民
教
育
」（
林
友
春
編
『
近
世
中
国
教
育
史
研
究

―
そ
の
文
教
政
策
と
庶
民
教
育

―
』
国
土
社
、
一
九
五
八

年
所
収
）

酒
井
忠
夫
『
中
国
日
用
類
書
史
の
研
究
』（
国
書
刊
行
会
、
二
〇
一
一
年
）

坂
出
祥
伸
『
本
邦
公
蔵
明
代
日
用
類
書
目
録
初
稿
』（
私
家
版
、
一
九
九
八
年
）

坂
出
祥
伸
「
解
説

―
明
代
日
用
類
書
に
つ
い
て

―
」（
酒
井
忠
夫
監
修
、
坂
出
祥
伸
・
小
川
陽
一
編
『
中
国
日
用
類
書
集
成
』
汲
古
書
院
、
一

九
九
九
年
所
収
）

寺
田
隆
信
『
山
西
商
人
の
研
究

―
明
代
に
お
け
る
商
人
お
よ
び
商
業
資
本

―
』（
東
洋
史
研
究
会
、
一
九
七
二
年
）

仁
井
田
陞｢

元
明
時
代
の
村
の
規
約
と
小
作
証
書
な
ど
（
一
）

―
日
用
百
科
全
書
二
十
種
の
う
ち
か
ら

―｣

仁
井
田
陞｢

元
明
時
代
の
村
の
規
約
と
小
作
証
書
な
ど
（
二
）

―
新
た
に
調
査
し
た
日
用
百
科
全
書
の
類
二
十
種
に
よ
っ
て

―｣

（
と

も
に
仁
井
田
陞
『
中
国
法
制
史
研
究
』〔
奴
隷
農
奴
法
・
家
族
村
落
法
〕
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
二
年
所
収
）

尤
　
陳
俊
『
法
律
知
識
的
文
字
伝
播

―
明
清
日
用
類
書
与
社
会
日
常
生
活

―
』（
上
海
、
上
海
人
民
出
版
社
、
二
〇
一
三
年
）

一
　『
鳴 

情 

均 

化 

録
』
の 

総 

論 
部 
分 —

 

告 

訴 

状 

指 

南 

の 

要 

点 —

【
解
題
】

　
前
述
の
よ
う
に
、『
三
台
萬
用
』
律
例
門
に
は
『
鳴
情
均
化
録
』
が
収
録
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
冒
頭
に
は
、
訴
状
の
書
き
方
の
総
体
的
留

意
点
が
書
か
れ
て
い
る
。
告
訴
状
全
体
を
通
じ
て
の
、
お
お
ま
か
な
要
点
が
記
述
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
次
の
四
項
で
あ
っ
た
。
原
文
を
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あ
げ
て
解
釈
を
付
け
て
み
る
。

「
総
論
」：
序
文
に
あ
た
る
も
の
で
、
古
典
を
引
用
し
つ
つ
『
鳴
情
均
化
録
』
の
意
義
を
述
べ
た
部
分

「
詞
訟
体
製
規
格
」：
告
訴
状
の
模
範
的
ス
タ
イ
ル

「
体
段
格
式
」：
告
訴
状
の
書
式
、
構
成
に
つ
い
て

「
詞
訟
体
段
貫
串
活
套
」：
告
訴
状
構
成
の
、
全
体
に
わ
た
る
常
套
句

　｢

総
論｣

を
除
く
三
項
目
は
い
ず
れ
も
実
際
に
告
訴
状
を
書
く
際
の
要
点
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
項
目
ご
と
に
い
く
ら
か
角
度
を
変
え

な
が
ら
書
き
方
の
指
南
を
し
て
い
る
。
た
だ
内
容
が
重
複
し
て
い
る
部
分
も
目
に
つ
く
の
で
、
本
稿
で
は
こ
の
う
ち
の
「
体
段
格
式
」
に

つ
い
て
紹
介
す
る
。

【
史
料
I
】

『
鳴
情
均
化
録
』
体
段
格
式

① 

原 

文

凡
做
狀
、
如
作
文
法
一
般
、
分
作
三
段
。
硃
語
卽
破
題
。
禍
因
以
下
、
卽
同
講
說
。
切
思
以
下
、
如
同
繳
結
。
中
閒
轉
換
、
在
乎
心
巧
。
前

段
推
寫
事
因
・
情
由
。
來
歷
分
明
、
又
要

切
。
中
閒
或
毆
打
、
或
相
言
辯
、
或
因
强
占
、
或
相
騙
財
某
事
等
、
緊
要
見
證
・
贓
仗
分
明
。

後
段
切
要
取
理
。
辯
別
事
情
、
言
語
嚴
切
、
顯
出
本
理
。
以
關
前
項
、
不
可
寬
疎
。
中
閒
若
有
不
接
之
處
、
當
虛
飾
掩
過
無
妨
。

忌
箴
歌

不
可
溷
沌
不
洯
。
不
可
繁
亂
枝
葉
。
不
可
妄
空
・
招
回
。
不
可
中
閒
斷
節
。
不
可
錯
用
字
眼
。
不
可
狀
後
無
結
。
不
可
言
詞
寬
慢
。
不
可

語
無
緊
切
。
不
可
搜
邏
事
砌
。
不
可
虛
空
扯
拽
。

② 

関 

連 

史 

料
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多
く
の
類
書
は
「
忌
箴
歌
」
の
部
分
の
み
掲
載
し
て
い
る
。
ま
た
こ
の
項
目
す
べ
て
を
掲
載
し
て
い
な
い
の
は
『
萬
書
萃
寳
』『
全
書
備

考
』
で
あ
る
。

＊
本
文
部
分
：
『
妙
錦
萬
寳
全
書
』
は
す
べ
て
同
文
。『
五
車
抜
錦
』
は
「
或
相
言
辨
」
に
、『
積
玉
全
書
』
は
「
凡
做
狀
、
與
做
文
章
一

般
」「
在
乎
心
巧
、
歷
寫
情
由
」「
只
要

切
」
が
傍
線
部
分
の
よ
う
な
文
字
に
な
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
『
三
台
萬
用
』
の
方
が
適
切

で
あ
る
。

＊
「
忌
箴
歌
」
部
分
：『
五
車
抜
錦
』
で
は
「
不
可
搜
邏
事
故
」
が
、『
學
海
群
玉
』『
妙
錦
萬
寳
全
書
』
で
は
「
不
可
搜
邏
事
切
」
が
傍
線

部
分
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
も
『
三
台
萬
用
』
の
方
が
適
切
で
あ
る
。
ま
た
『
學
海
不
求
人
』
で
は
「
不
可
繁
枝
亂
葉
」
が

傍
線
部
分
の
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、『
學
海
群
玉
』
で
は
「
不
可
言
詞
寬
慢
」
は
「
不
可
折
路
駕
橋
」
に
、「
不
可
語
無
緊
切
」
は
「
不

可
字
無
緊
切
」
に
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
『
五
車
萬
寳
全
書
』『
萬
書
萃
寳
』『
萬
書
淵
海
』『
萬
書
萃
錦
』
は
共
通
で
、『
三
台
萬
用
』

と
は
以
下
の
傍
線
部
が
異
な
っ
て
い
る
。「
古
忌
箴
規
　
不
可
混
沌
不
洯
、
不
可
繁
枝
亂
葉
、
不
可
妄
空
招
回
、
不
可
中
閒
斷
節
、
不
可

錯
用
字
眼
、
不
可
狀
後
無
結
、
不
可
失
律
主
意
、
不
可
言
無
緊
切
、
不
可
收
羅
襍
砌
、
不
可
望
空
扯
拽
」。
こ
れ
ら
の
文
字
は
文
の
意
味

を
考
え
る
う
え
で
参
考
に
な
る
が
、『
三
台
萬
用
』
よ
り
適
切
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
。

③ 

訓 

読

⃝

体
段
格
式

凡
そ
狀
を
做つ

く

る
は
作
文
法
一
般
の
如
く
し
、
三
段
に
分
作
す
べ
し
。
硃し
ゆ

語ご

は
卽
ち
破
題
な
り
。
禍
因
以
下
は
卽
ち
講
說
に
同
じ
。
切
思
以

下
は
、
繳け

う

・
結け
つ

に
同
じ
く
す
る
が
如
し
。
中
閒
の
轉
換
は
心
巧
に
在
り
。
前
段
は
事
因
・
情
由
を
推
寫
す
べ
し
。
來
歷
は
分
明
に
し
、
又

た

切
な
る
を
要
す
。
中
閒
の
、
或
い
は
毆
打
し
、
或
い
は
相
ひ
言
辯
し
、
或
い
は
强
占
に
因
り
、
或
い
は
相
ひ
騙
財
せ
し
某
事
等
は
、
見

證
・
贓ざ

う
ぢ
や
う仗の
分
明
な
る
を
緊
要
と
す
。
後
段
は
切
に
理
を
取
る
を
要
す
。
事
情
を
辯
別
し
、
言
語
は
嚴
切
に
し
て
、
本
理
を
顯
出
す
べ
し
。

前
項
に
關
は
る
を
以
て
、
寬
疎
に
す
べ
か
ら
ず
。
中
閒
に
若
し
接
せ
ざ
る
の
處
有
ら
ば
、
當
に
虛
餝
し
掩
過
す
る
も
妨
ぐ
る
こ
と
無
し
。
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忌
箴
の
歌

溷こ
ん

沌と
ん

の
ご
と
く
不
洯
に
す
べ
か
ら
ず
。
枝
葉
を
繁
亂
に
す
べ
か
ら
ず
。
妄
空
・
招
回
す
べ
か
ら
ず
。
中
閒
に
斷
節
す
べ
か
ら
ず
。
字
眼
を

錯
用
す
べ
か
ら
ず
。
狀
後
に
結
無
か
る
べ
か
ら
ず
。
言
詞
は
寬
慢
な
る
べ
か
ら
ず
。
語
は
緊
切
無
か
る
べ
か
ら
ず
。
事じ

砌せ
つ

を
搜
邏
す
べ
か

ら
ず
。
虛
空
に
扯し

や

拽え
い

す
べ
か
ら
ず
。

④ 

語 

釈

〈
一
般
〉
一
様
、
同
じ
。　〈
破
題
〉
科
挙
の
八
股
文
の
最
初
に
掲
げ
ら
れ
る
対
句
。　〈
禍
因
〉
未
詳
で
あ
る
が
、
訴
訟
と
い
う
災
難
の
原
因

と
い
っ
た
意
味
で
あ
ろ
う
。　〈
講
說
〉
未
詳
で
あ
る
が
、
八
股
文
の
「
起
講
」
を
意
識
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。　〈
心
巧
〉
智
恵
、
心

の
働
き
。　〈
强
占
〉
権
勢
な
ど
を
背
景
に
し
て
無
理
に
奪
い
取
っ
て
わ
が
も
の
と
す
る
こ
と
。　〈
騙
財
〉
財
産
を
だ
ま
し
取
る
こ
と
。　

〈
贓
仗
〉
犯
罪
の
証
拠
。　〈
妄
空
〉
未
詳
で
あ
る
が
、
故
意
に
事
実
を
偽
っ
て
告
訴
す
る
「
誣
告
」
の
意
で
あ
ろ
う
。　〈
招
回
〉「
招
」
は

供
述
で
あ
る
が
、「
回
」
は
未
詳
。
あ
る
い
は
「
め
ぐ
ら
す
」
と
い
う
意
味
で
、
供
述
を
変
え
る
こ
と
か
。　〈
扯
拽
〉
無
理
強
い
し
て
要
求

す
る
こ
と
。

⑤ 

和 

訳

書
式
の
構
成

　
お
よ
そ
告
訴
状
を
作
成
す
る
に
は
作
文
の
方
法
と
同
じ
よ
う
に
し
、
三
段
に
分
け
よ
。「
硃
語
」
と
は
八
股
文
の
「
破
題
」
に
あ
た
る
冒

頭
の
句
で
あ
る
。「
禍
因
」
以
下
は
「
講
説
」
と
同
じ
で
〔
事
情
の
説
明
で
〕
あ
り
、「
窃ひ

そ
かに
思
ふ
に
」
以
下
は
「
繳
段
」「
結
段
」
と
同
じ

で
〔
起
承
転
結
の
転
・
結
で
〕
あ
る
。
そ
の
な
か
の
文
の
転
換
は
智
恵
の
使
い
ど
こ
ろ
で
あ
る
。「
前
段
」
は
事
件
の
事
情
や
訴
因
を
組
み

立
て
て
書
き
、
一
件
の
来
歴
は
明
白
に
し
、
そ
の
う
え
簡
潔
、
適
切
で
あ
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
そ
の
な
か
の
、
殴
打
、
言
い
争
い
、
強

奪
、
財
産
詐
取
な
ど
に
つ
い
て
は
、
証
拠
や
犯
罪
を
証
明
す
る
も
の
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。「
後
段
」
は
理
屈
を
通
さ
ね
ば

な
ら
な
い
。
事
情
を
弁
別
し
、
用
語
は
厳
格
に
し
、
あ
る
べ
き
道
筋
を
は
っ
き
り
打
ち
出
す
こ
と
。
以
前
の
事
案
に
関
わ
る
か
ら
と
い
っ
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て
い
い
加
減
に
し
て
は
な
ら
な
い
。
も
し
途
中
で
つ
な
が
ら
な
い
箇
所
が
あ
れ
ば
、
言
葉
を
飾
っ
て
胡
麻
化
し
て
も
差
し
支
え
な
い
。

　〔
告
訴
状
作
成
に
つ
い
て
の
〕
戒
め
の
歌

　
豚
小
屋
の
よ
う
に
混
沌
、
不
潔
に
す
る
な
か
れ
。
枝
葉
末
節
を
繁
雑
に
す
る
な
か
れ
。
誣
告
、
供
述
の
変
更
を
す
る
な
か
れ
。
中
間
で

文
章
を
切
る
な
か
れ
。
文
言
を
誤
用
す
る
な
か
れ
。
訴
状
の
最
後
に
は
結
語
を
つ
け
る
の
を
忘
れ
る
な
か
れ
。
言
い
回
し
は
ゆ
る
ゆ
る
に

す
る
な
か
れ
。
用
語
に
緊
張
感
を
な
く
す
な
か
れ
。
こ
ま
ご
ま
し
た
こ
と
を
寄
せ
集
め
る
な
か
れ
。
中
味
の
な
い
こ
と
を
強
い
て
求
め
る

な
か
れ
。

【
解
説
】

　
こ
こ
で
は
告
訴
状
の
書
き
方
の
基
本
的
構
成
と
押
さ
え
る
べ
き
要
点
を
簡
潔
に
ま
と
め
て
い
る
。
末
尾
に
句
の
調
子
を
整
え
た
「
戒
め

の
歌
」
が
載
せ
ら
れ
て
お
り
、
作
文
に
当
た
っ
て
の
注
意
点
を
、
理
解
し
や
す
く
、
ま
た
覚
え
や
す
い
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
る
。

　
告
訴
状
の
構
成
に
つ
い
て
考
え
る
と
、
こ
の
記
述
は
論
理
が
わ
か
り
に
く
い
。
あ
え
て
構
成
の
論
理
を
整
理
し
て
み
れ
ば
次
の
よ
う
な

も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
ず
告
訴
状
は
三
段
落
に
分
け
る
べ
き
だ
と
い
う
。「
硃
語
」
と
い
う
標
題
あ
る
い
は
見
出
し
部
分
と
、「
禍

因
」
以
下
の
「
講
説
」
お
よ
び
「
窃
思
」
以
下
の
「
繳
・
結
」
の
二
部
分
だ
と
す
る
。
そ
う
し
て
記
述
の
後
半
部
分
で
は
「
前
段
」「
後

段
」
の
内
容
説
明
が
出
て
く
る
。
し
か
し
、
こ
の
前
・
後
段
と
は
何
を
指
し
て
い
る
の
か
説
明
が
な
い
。
そ
こ
で
「
硃
語
」
に
続
く
本
文

の
記
事
に
眼
を
移
す
と
、
そ
こ
に
は
「
前
段
」「
後
段
」
し
か
な
い
。
と
す
れ
ば
、
告
訴
状
は
「
硃
語
」「
前
段
」「
後
段
」
の
三
つ
の
部
分

か
ら
構
成
す
べ
き
だ
と
主
張
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
で
は
「
繳
・
結
」
は
ど
こ
へ
行
っ
た
の
か
。
少
な
く
と
も
巻
八
・
下
層
で
は
最
後

ま
で
読
ん
で
も
見
当
た
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
こ
こ
に
問
題
が
あ
っ
た
。
実
は
「
前
段
」「
後
段
」
と
い
う
語
に
二
つ
の
意
味
が
あ
り
、
そ
れ
が
同
文
中
で
使
わ
れ
て
い
た
た

め
混
乱
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
説
明
し
よ
う
。
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ま
ず
『
三
台
萬
用
』
が
も
と
に
し
た
『
鳴
情
均
化
録
』
の
本
来
の
記
事
は
、
告
訴
状
は
五
つ
の
部
分
か
ら
構
成
す
べ
き
だ
と
し
て
い
た

ら
し
い
の
で
あ
る
。
そ
う
考
え
る
根
拠
を
二
つ
あ
げ
る
。

　
一
つ
は
、『
三
台
萬
用
』
巻
八
（
上
層
）
に
注
目
す
る
。
こ
の
部
分
は
冒
頭
に
「
招
擬
指
南
」（
供
述
調
書
の
書
き
方
）
と
い
う
題
名
と
記
事

が
あ
り
、
次
に
「
串
招
活
套
語
類
」（
供
述
調
書
の
常
套
句
類
）
と
い
う
題
名
に
よ
る
記
事
に
続
く
。
と
こ
ろ
が
こ
の
記
事
の
後
半
部
分
、
具

体
的
に
は
一
六
葉
表
二
行
目
か
ら
突
然
「
繳
段
」
と
い
う
記
事
に
変
わ
り
、
さ
ら
に
そ
れ
は
「
結
段
」
に
接
続
し
て
い
る
。
普
通
に
読
み

進
め
ば
、
こ
れ
は
供
述
調
書
関
連
の
「
繳
段
」「
結
段
」
記
事
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
そ
れ
は
「
招
擬
指
南
」
と
は
ま
っ

た
く
別
の
記
事
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
て
こ
れ
ら
は
、
他
の
日
用
類
書
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
告
訴
状
指
南
の
「
繳
段
」「
結
段
」
記
事
と
共
通

だ
っ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
本
来
の
『
鳴
情
均
化
録
』
の
「
繳
・
結
」
部
分
が
上
層
後
半
に
紛
れ
込
ん
で
い
た
こ
と
に
な
る
。
巻
八
（
上

層
）
が
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
不
可
解
な
構
成
に
な
っ
て
い
た
の
か
、
そ
の
理
由
は
ま
っ
た
く
書
か
れ
て
い
な
い
。
考
え
ら
れ
る
の
は
、
上

層
の
記
事
の
分
量
が
少
な
く
て
、
大
き
な
空
白
が
で
き
た
た
め
、
編
者
が
下
層
の
続
き
を
こ
こ
に
移
し
た
と
い
う
可
能
性
で
あ
る
。
し
か

し
下
層
の
記
事
は
相
応
の
完
結
性
を
備
え
て
い
て
、
上
層
へ
の
連
続
を
予
想
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
。
と
す
る
と
編
者
以
外
の
誰
か
が
、
一

応
の
製
版
完
了
後
に
急
遽
補
足
し
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
他
の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
点
の
検
討
は
今
後
の
詳
細
な
研

究
に
ゆ
だ
ね
る
し
か
方
法
が
な
い
。
と
も
あ
れ
こ
れ
が
『
鳴
情
均
化
録
』
が
五
部
分
か
ら
な
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
第
一
の
根
拠
で
あ
る
。

　
次
に
、
他
の
日
用
類
書
が
引
用
す
る
同
じ
記
事
、
つ
ま
り
前
掲
の
「
珥
筆
文
鋒
」
な
ど
を
み
る
と
、
そ
こ
に
は
「
繳
段
」「
結
段
」
と
い

う
二
つ
の
部
分
の
記
事
も
載
せ
ら
れ
て
い
た
（
た
だ
し
そ
れ
ら
に
は
『
鳴
情
均
化
録
』
と
い
う
書
名
は
出
て
こ
な
い
）。
つ
ま
り
「
前
段
」「
後
段
」

の
内
容
は
基
本
的
に
共
通
で
あ
り
、『
三
台
萬
用
』
の
上
層
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
記
事
が
「
珥
筆
文
鋒
」
な
ど
一
連
の
項
目
内
に
出
て
く
る

の
で
あ
る
。『
三
台
萬
用
』
よ
り
前
に
出
版
さ
れ
た
『
萬
書
萃
寳
』『
五
車
抜
錦
』
な
ど
に
も
そ
の
記
事
は
あ
り
、『
三
台
萬
用
』
だ
け
が
扱

い
方
が
異
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
編
者
・
余
象
斗
が
『
三
台
萬
用
』
編
纂
時
に
意
図
的
に
も
と
の
構
成
を
変
え
、「
繳
段
」「
結

段
」
を
落
と
し
た
か
、
あ
る
い
は
何
ら
か
の
理
由
で
掲
載
で
き
な
か
っ
た
と
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
経
緯
の
痕
跡
は
後
に
説
明
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す
る
通
り
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
根
拠
の
第
二
で
あ
る
。

　
以
上
の
二
点
か
ら
考
え
れ
ば
、「
繳
段
」「
結
段
」
も
含
め
た
五
部
構
成
が
本
来
の
『
鳴
情
均
化
録
』
の
姿
で
あ
っ
た
と
考
え
ざ
る
を
得

な
い
。
つ
ま
り
「
硃
語
」「
前
段
」「
後
段
」
と
い
う
場
合
の
「
前
段
」
と
は
告
訴
状
の
前
半
部
分
を
意
味
し
、「
禍
因
」
以
下
の
「
講
説
」

を
指
す
。
そ
の
次
の
「
後
段
」
と
は
後
半
部
分
を
意
味
し
、「
窃
思
」
以
下
の
「
繳
・
結
」
を
指
す
。
そ
の
う
え
で
「
禍
因
」
以
下
の
「
講

説
」
は
さ
ら
に
「
前
段
」「
後
段
」
に
分
か
れ
る
の
で
あ
る
。
大
き
く
は
三
部
構
成
、
詳
細
に
い
え
ば
五
部
構
成
な
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
解
釈
を
踏
ま
え
て
『
三
台
萬
用
』
を
読
み
直
す
と
、
実
は
『
三
台
萬
用
』
の
元
来
の
記
事
に
不
可
解
な
部
分
が
あ
っ
た
こ

と
に
思
い
至
る
。
そ
れ
は
『
三
台
萬
用
』「
硃
語
」
の
項
目
の
最
後
の
部
分
に
残
さ
れ
て
い
た
次
の
よ
う
な
文
言
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

如
土
豪
之
下
、
後
入
前
叚
、

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
ま
っ
た
く
意
味
が
通
じ
な
い
、
不
可
解
な
文
言
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
『
五
車
抜
錦
』
な
ど
他
の
日
用
類
書

を
見
る
と
、
同
じ
箇
所
に
以
下
の
よ
う
な
文
章
が
載
っ
て
い
た
。

凡
觀
此
而
學
者
、
如
土
豪
之
下
、
則
入
前
段
、
某
素
恃
勢
焰
等
、
云
々
。
前
段
之
下
、
乃
入
後
段
之
詞
、
云
々
。
後
段
之
下
、
入
繳

段
　
切
思
　
痛
思
　
哭
思
　
云
々
。
繳
段
之
下
、
入
結
段
、
云
々
。
各
從
事
情
、
串
入
成
詞
。
於
着
目
之
際
、
千
變
萬
化
、
用
之
無

窮
矣
。

　
こ
れ
は
意
味
が
通
じ
る
文
章
で
あ
る
。
そ
う
し
て
『
三
台
萬
用
』
が
こ
の
文
章
の
傍
線
部
分
だ
け
を
残
し
て
い
た
こ
と
が
容
易
に
推
測

で
き
る
。
あ
る
い
は
「
凡
觀
…
」
以
下
を
省
略
し
た
際
に
、
九
文
字
だ
け
を
削
除
し
忘
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
こ
そ
原
文
の
痕
跡

で
あ
る
。
と
も
あ
れ
『
五
車
抜
錦
』
の
文
章
を
現
代
語
に
訳
せ
ば
、

お
よ
そ
こ
の
本
を
見
て
学
ぶ
者
は
、「
土
豪
」〔
な
ど
の
標
題
〕
の
次
に
は
「
前
段
」
の
文
言
で
あ
る
「
某
は
も
と
よ
り
威
勢
を
頼
ん

で
、
云
々
」
を
入
れ
る
。「
前
段
」
の
次
に
は
「
後
段
」
の
文
言
、
云
々
、
を
入
れ
る
。「
後
段
」
の
次
に
は
「
繳
段
」
の
文
言
「
ひ

そ
か
に
思
う
に
」「
痛
切
に
思
う
に
」「
涙
な
が
ら
に
思
う
に
」
云
々
を
入
れ
る
。「
繳
段
」
の
次
に
は
「
結
段
」
の
文
言
、
云
々
、
を
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入
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
に
従
っ
て
、
文
言
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
、
告
訴
状
を
構
成
す
る
の
で
あ
る
。
訴
状
を
書
く
に
は
、〔
例
文

の
〕
さ
ま
ざ
ま
な
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
、
こ
の
用
例
は
融
通
無
碍
で
あ
る
。

と
な
る
。
と
す
れ
ば
、
元
来
の
『
鳴
情
均
化
録
』
に
は
も
と
も
と
「
繳
段
」「
結
段
」
の
例
文
も
一
連
の
も
の
と
し
て
含
ま
れ
て
お
り
、
編

者
が
『
三
台
萬
用
』
を
編
纂
し
た
際
に
何
ら
か
の
事
情
で
そ
れ
を
削
除
し
た
と
予
想
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
考
え
た
う
え
で
「
書
式
の
構
成
」
を
読
み
直
し
、
論
理
を
整
理
す
る
と
、
本
来
の
『
鳴
情
均
化
録
』
は
、
次
の
よ
う
な
構

成
を
指
南
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

「
硃
語
」：
冒
頭
の
標
題

―
「
禍
因
以
下
」：
前
段
・
後
段

―
「
窃
思
以
下
」：
繳
段
・
結
段

　
つ
ま
り
、
告
訴
状
は
大
き
く
は
三
部
分
、
実
質
的
に
は
五
部
分
に
分
け
る
べ
き
だ
と
さ
れ
て
い
た
。
三
部
分
の
内
容
は
、
標
題
、
訴
訟

内
容
の
主
要
部
分
お
よ
び
ま
と
め
で
あ
り
、
さ
ら
に
主
要
部
分
と
ま
と
め
を
そ
れ
ぞ
れ
二
部
に
分
け
て
告
訴
状
を
組
み
立
て
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
五
部
構
成
に
す
れ
ば
模
範
的
な
告
訴
状
が
出
来
上
が
る
と
主
張
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
本
稿
で
は
こ
の
五
区
分
に
従
い
、
他

の
日
用
類
書
も
参
照
し
て
文
字
を
校
訂
し
つ
つ
、
紹
介
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
た
だ
、「
硃
語
」
は
短
句
で
意
味
が
わ
か
り
に
く
い
の
で
本

稿
で
は
除
外
す
る
こ
と
と
す
る
。

　
こ
の
ほ
か
、
本
項
に
は
さ
ら
に
告
訴
状
の
押
さ
え
る
べ
き
要
点
が
書
か
れ
て
い
る
。
文
章
を
わ
か
り
や
す
く
整
え
、
筋
を
通
す
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
そ
の
他
に
証
拠
を
明
確
に
す
る
よ
う
求
め
て
い
る
点
に
も
注
目
し
た
い
。
告
訴
状
に
必
要
な
要
素
と
し
て
「
証
拠

や
犯
罪
を
証
明
す
る
も
の
」
を
あ
げ
て
い
る
点
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ
は
抽
象
的
な
主
張
で
は
な
い
。
事
案
に
よ
っ
て
は
契
約
書
な
ど

の
私
的
文
書
や
土
地
台
帳
の
よ
う
な
公
文
書
あ
る
い
は
証
人
や
証
言
が
必
須
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
実
際
の
裁
判
に
お
い
て
厳

密
に
吟
味
さ
れ
る
要
素
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
専
制
国
家
の
支
配
下
で
お
こ
な
わ
れ
る
裁
判
は
、
裁
判
官
の
胸
三
寸
で
決
定
さ
れ
、
恣

意
的
に
行
わ
れ
た
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
も
た
れ
や
す
い
が
、
決
し
て
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。
訴
訟
を
起
こ
そ
う
と
す
る
者
に
は
、
し
っ
か

り
根
拠
を
固
め
て
お
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
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付
け
加
え
て
お
け
ば
、
文
章
末
尾
の
「
言
葉
を
飾
っ
て
胡
麻
化
し
て
も
差
し
支
え
な
い
」
と
い
う
部
分
は
ど
の
よ
う
に
解
釈
す
べ
き
か

問
題
が
残
る
。
つ
い
著
者
の
本
音
が
出
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
本
文
の
趣
旨
か
ら
は
外
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
表

現
が
官
吏
の
目
に
触
れ
れ
ば
、『
三
台
萬
用
』
の
出
版
は
公
に
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
、
危
険
な
表
現
で
あ
る
。
そ
の
背
景
は
単

な
る
編
纂
や
印
刷
の
杜
撰
さ
で
あ
っ
た
の
か
、
日
用
類
書
に
対
す
る
官
側
の
監
視
の
緩
さ
が
あ
っ
た
の
か
な
ど
、
今
後
考
え
ね
ば
な
ら
な

い
問
題
が
含
ま
れ
て
い
る
。

二
　
土 
豪 
を 
告 

訴 

す 

る —
 

告 

訴 

状 

作 

成 

の 

具 

体 

例 —

【
解
題
】

　
本
節
で
は
前
記
『
鳴
情
均
化
録
』
に
あ
げ
ら
れ
た
、
告
訴
状
作
成
の
た
め
の
例
文
を
紹
介
し
て
み
た
い
。

　
さ
て
、『
鳴
情
均
化
録
』
は
訴
訟
事
案
の
内
容
に
沿
っ
て
一
三
の
項
目
に
区
分
し
、
例
句
・
例
文
を
あ
げ
て
い
る
。
そ
の
項
目
は
以
下
の

通
り
で
あ
る
。
原
文
だ
け
で
は
わ
か
り
に
く
い
の
で
和
訳
を
付
け
て
お
く
。

①
土
豪
（
地
方
の
有
力
者
が
引
き
起
こ
し
た
事
案
）　
②
闘
殴
（
暴
力
行
為
の
事
案
）　
③
婚
姻
（
婚
姻
に
関
わ
る
事
案
）　
④
姦
情
（
男
女
関
係

に
関
わ
る
事
案
）　
⑤
戸
口
（
戸
籍
関
係
の
事
案
）　
⑥
銭
債
田
産
（
借
金
と
土
地
財
産
の
事
案
）　
⑦
財
本
（
商
売
の
資
本
に
関
す
る
事
案
）　

⑧
人
命
（
殺
人
の
事
案
）　
⑨
賊
情
（
盗
賊
の
事
案
）　
⑩
吏
書
皂そ
う

快
（
胥
吏
・
衙
役
の
事
案
）　
⑪
告
官
（
官
僚
の
告
発
に
関
わ
る
事
案
）　
⑫

郷
宦
（
郷
紳
に
関
わ
る
事
案
）　
⑬
地
方
教
唆
・
地
方
積
年
（
地じ

方か
た

役
人
に
よ
る
教
唆
の
事
案
、
長
年
の
懸
案
）

　
こ
れ
ら
は
訴
訟
の
内
容
に
よ
る
分
類
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
意
し
て
お
き
た
い
の
は
、
分
類
に
際
し
て
二
つ
の
基
準
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
点
で
あ
る
。
つ
ま
り
土
豪
・
郷
宦
な
ど
の
被
告
の
属
性
に
よ
る
分
類
と
闘
殴
・
婚
姻
な
ど
の
訴
訟
事
案
の
内
容
に
よ
る
分
類
で
あ
る
。
こ

の
分
類
は
、
も
と
よ
り
次
元
の
異
な
る
基
準
に
よ
る
分
類
で
あ
り
、
必
然
的
に
二
つ
の
基
準
が
重
な
り
合
う
場
合
も
出
て
く
る
。
た
と
え
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ば
、
土
豪
が
暴
力
事
件
を
起
こ
し
た
事
案
は｢

土
豪｣

「
闘
殴
」
の
ど
ち
ら
に
も
属
す
る
は
ず
で
あ
る
が
、『
鳴
情
均
化
録
』
は
ど
ち
ら
の

類
別
を
選
択
し
た
の
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
点
に
つ
い
て
は
明
確
な
分
類
基
準
が
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
掲
載
さ
れ
た
例
文

か
ら
判
断
す
る
し
か
方
法
が
な
い
。
こ
の
点
は
後
に
も
触
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
史
料
を
研
究
に
使
う
際
に
は
十
分
注
意
し
て
お
き

た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
本
節
で
は
こ
う
し
た
問
題
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
以
下
、
具
体
的
な
例
文
の
紹
介
を
行
う
。
取
り
あ
げ
る
項
目
と
し
て
は
、
冒
頭
に
置

か
れ
て
い
る｢

土
豪｣
に
絞
る
こ
と
と
し
た
い
。
す
な
わ
ち
「
土
豪
」
を
告
訴
す
る
場
合
、
告
訴
状
を
ど
う
書
く
か
に
つ
い
て
の
指
南
を

読
ん
で
み
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
誰
が
ど
の
よ
う
な
問
題
で
土
豪
を
訴
え
た
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
訴
訟
問
題
の
み
な
ら
ず
、
土
豪

の
活
動
な
ど
に
つ
い
て
研
究
す
る
際
の
手
が
か
り
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
さ
て
前
述
の
通
り
、『
三
台
萬
用
』
巻
八
（
下
層
）
の
『
鳴
情
均
化
録
』
で
は
総
括
的
記
述
の
次
に
「
硃
語
」「
前
段
」「
後
段
」
に
分
け

て
例
句
・
例
文
が
あ
げ
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
形
式
は
他
の
日
用
類
書
に
お
い
て
も
ほ
ぼ
同
様
で
、
同
趣
旨
の
例
句
・
例
文
が
載
せ
ら
れ
て

い
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
例
文
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
『
三
台
萬
用
』
の
誤
字
・
脱
字
そ
の
他
の
文
字
の
異
同
を
検
討
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
本
節
で
は
①
原
文
の
次
に
②
関
連
史
料
と
し
て
他
の
日
用
類
書
を
あ
げ
、
ど
の
文
字
あ
る
い
は
例
文
を
採
用
す
べ
き
か
の
検
討

材
料
と
す
る
。
そ
の
後
に
、
③
訓
読
、
④
語
釈
、
⑤
和
訳
を
つ
け
る
。
次
い
で
『
鳴
情
均
化
録
』
で
は
巻
八
（
上
層
）
に
紛
れ
込
ん
で
い

た
「
繳
段
」「
結
段
」
に
つ
い
て
も
例
文
を
掲
げ
る
。
こ
こ
で
も
『
三
台
萬
用
』
の
記
事
を
基
本
と
し
、
ほ
か
の
日
用
類
書
と
比
較
し
て
、

よ
り
わ
か
り
や
す
い
①
原
文
を
選
ん
で
「
復
元
」
を
試
み
る
。
そ
の
う
え
で
②
訓
読
、
③
語
釈
、
④
和
訳
を
つ
け
る
。
こ
れ
ら
を
も
と
に

【
解
説
】
を
行
い
、
当
該
史
料
か
ら
考
え
ら
れ
る
こ
と
な
ど
を
述
べ
る
。

　
な
お
、『
三
台
萬
用
』
巻
八
全
体
に
わ
た
る
訳
注
に
つ
い
て
知
り
た
い
方
は
公
益
財
団
法
人
東
洋
文
庫
研
究
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
開

さ
れ
て
い
る
拙
稿
［
大
澤
二
〇
一
七
］［
大
澤
二
〇
一
八
］
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
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【
史
料
II
】

『
鳴
情
均
化
録
』
土
豪
　
前
段

① 
原 
文

⃝

前
段

��

土
豪��

（
此
套
吿
大
戶
・
富
豪
等
通
用
）　

⃝
某
素
倚
强
橫
、
不
遵
法
紀
。
交
結
衙
門
、
互
爲
漁
獵
、
倚
仗
隱
蔽
。
⃝
某
恃
財
勢
、
招
亡
納
叛
、
畜

爲
爪
牙
、
搏
噬
良
民
。
⃝
某
逞
刁
譎
、
蠱
引
奸
徒
・
惡
黨
、
資
爲
鷹
犬
。
夜
聚
曉
散
、
出
沒
無
時
。
害
衆
成
家
。
⃝
某
威
震
如
雷
、
勢
焰

滔
天
。
故
將
伊
男
、
營
充
縣
學
、
誇
稱
生
員
。
近
官
說
話
、
契
結
鄕
宦
、
購
相
往
來
、
賄
通
囑
託
。
⃝
或
着
（
著
）
伊
男
、
營
充
縣
吏
、
勢

挾
縣
權
、
任
由
起
例
、
把
持
民
訟
。
動
輒
稟
官
行
移
作
弊
。
槪
縣
遵
依
、
任
從
所
鎋
。
⃝
某
禮
親
六
房
、
濃
交
吏
皂
、
預
計
後
來
、
先
防

事
發
。
抽
摸
文
卷
、
捺
（
案
伏
）
不
行
。
⃝
仗
此
威
勢
轉
加
、
虎
翼
展
開
、
鵬
趐
亂
舞
。
遮
天
蔽
日
。
⃝
倚
此
威
權
、
眞
如
虎
兕
、
哮
吼

一
聲
、
民
驚
膽
碎
、
風
聲
插
外
、
聞
者
畏
藏
。
⃝
某
日
乘
高
頭
駿
馬
、
夜
臥
龍
鳳
花
牀
、
出
入
鄕
村
。
煙
銃
火
礮
、
仗
此
威
權
、
眞
如
山

嶽
。
火
放
肆
志
、
猛
如
狼
虎
。
⃝
某
倚
仗
刁
豪
、
勢
無
敢
敵
。
威
震
如
雷
、
氣
焰
若
天
。
⃝
倚
山
峙
洞
、
肆
惡
張
威
。
騙
財
害
人
、
如
狼

似
虎
。
⃝
占
人
田
產
、
姦
人
妻
小
、
發
人
墳
塚
、
事
實
可
勘
。
窩
藏
强
盜
、
坐
地
分
贓
、
以
此
巨
富
。
姦
盜
詐
僞
四
犯
俱
全
、
民
被
陷
溺
。

② 

関 

連 

史 

料

　
各
類
書
で
文
字
の
異
同
が
あ
る
例
文
は
以
下
の
傍
線
部
分
の
通
り
で
あ
る
。
ま
た
文
字
の
脱
落
も
あ
る
が
注
記
し
て
い
な
い
。
こ
れ
ら

は
原
文
が
わ
か
り
に
く
い
場
合
な
ど
の
参
考
に
な
る
。
検
討
の
結
果
は
最
後
に
ま
と
め
て
あ
る
。

＊
『
萬
書
萃
寳
』

…
○
某
恃
男
充
縣
吏
、
勢
挾
職
權
、
把
持
民
訟
、
行
移
作
弊
、
…
○
某
仗
此
威
勢
、
鵬
趐
亂
舞
、
遮
天
蔽
日
、
○
威
如
虎
兕
、
哮
吼
一
聲
、
民
驚
膽
碎
、

風
聞
四
外
、
良
善
歛
蹤
、
…
○
某
日
乘
高
頭
駿
馬
、
夜
臥
違
制
花
牀
、
仗
此
威
權
、
眞
如
山
嶽
、
…
窩
藏
强
盜
、
坐
地
分
庄
、
以
此
巨
富
、
民
遭
荼
毒
、

＊
『
五
車
拔
錦
』
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…
○
某
恃
財
勢
、
招
聚
惡
黨
、
畜
爲
爪
牙
、
搏
噬
良
民
、
…
○
或
着
伊
男
、
營
充
縣
吏
、
勢
挾
縣
權
、
任
由
起
例
、
…
○
某
日
乘
高
頭
駿
馬
、
夜
臥
龍

鳳
花
牀
、
…
眞
如
山
嶽
、
大
放
肆
志
、
猛
如
狼
虎
、

＊
『
學
海
群
玉
』

…
○
某
日
乘
高
頭
駿
馬
、
夜
臥
龍
鳳
花
牀
、
…
眞
如
山
嶽
、
大
放
肆
志
、
猛
如
狼
虎
、
…

＊
『
五
車
萬
寶
全
書
』

…
○
某
威
震
如
雷
、
勢
焰
赤
天
、
男
充
縣
學
生
員
、
契
結
郡
邑
顯
宦
、
○
某
恃
男
充
縣
吏
、
勢
挾
聝
權
、
把
持
民
訟
、
行
移
作
弊
、
○
某
仗
此
威
勢
、

鵬
翅
亂
舞
、
遮
天
蔽
日
、
○
威
如
虎
兕
、
咆
哮
一
聲
、
民
驚
膽
碎
、
風
聞
四
外
、
良
善
斂
蹤
、
○
某
倚
仗
刁
豪
、
勢
無
敢
敵
、
○
倚
山
峙
勢
、
肆
惡
張

威
、
騙
財
害
人
、
如
狼
似
虎
、
○
日
乘
高
頭
駿
馬
、
夜
臥
違
制
花
床
、
仗
此
威
權
、
眞
如
山
嶽
、
○
窩
贓
强
盜
、
坐
地
分
贓
、
以
此
巨
富
、
民
遭
荼
毒
、

＊
『
萬
書
淵
海
』

…
○
威
震
如
雷
、
勢
熾
赤
天
、
男
充
縣
學
生
員
、
契
結
郡
邑
顯
宦
、
○
某
恃
男
充
縣
吏
、
勢
挾
■
權
、
把
持
民
訟
、
行
移
作
弊
、
○
某
仗
此
威
勢
、
鵬

翅
亂
舞
、
遮
天
蔽
日
、
○
威
如
虎
兕
、
哮
吼
一
聲
、
民
■
■
■
、
風
聞
■
外
、
良
善
斂
蹤
、
…
○
倚
山
峙
勢
、
肆
惡
張
威
、
騙
財
害
人
、
如
狼
似
虎
、

○
某
日
乘
高
頭
駿
馬
、
夜
臥
違
制
花
床
、
仗
此
威
權
、
眞
如
山
嶽
、
○
窩
贓
强
盜
、
坐
地
分
贓
、
以
此
巨
富
、
民
遭
荼
毒
、

＊
『
妙
錦
萬
寶
全
書
』

…
○
某
恃
財
勢
、
招
聚
惡
黨
、
畜
爲
爪
牙
、
搏
噬
良
民
、
…
○
某
禮
親
六
房
、
濃
交
吏
皂
、
預
計
後
來
、
先
防
事
發
、
抽
摸
文
卷
、
捺
案
狀
不
行
、
…

○
某
日
乘
高
頭
駿
馬
、
夜
臥
龍
鳳
花
牀
、
出
入
鄕
村
、
煙
銃
火
礮
、
仗
此
威
權
、
眞
如
山
嶽
、
大
放
肆
志
、
猛
如
狼
虎
、
…
○
倚
山
峙
侗
、
肆
惡
張
威
、

騙
財
害
人
、
如
狼
似
虎
、

＊
『
萬
書
萃
錦
』

…
○
威
震
如
雷
、
勢
熾
赤
天
、
男
充
縣
學
生
員
、
契
結
郡
邑
顯
宦
、
○
某
恃
男
充
縣
吏
、
勢
挾
職
權
、
把
持
民
訟
、
行
移
作
弊
、
○
某
仗
此
威
勢
、
鵬

翅
亂
舞
、
遮
天
蔽
日
、
○
威
如
虎
兕
、
哮
吼
一
聲
、
民
驚
膽
碎
、
風
聞
四
外
、
良
善
斂
蹤
、
…
○
倚
山
峙
勢
、
肆
惡
張
威
、
騙
財
害
人
、
如
狼
似
虎
、

○
某
日
乘
高
頭
駿
馬
、
夜
臥
違
制
花
床
、
仗
此
威
權
、
眞
如
山
嶽
、
○
窩
贓
强
盜
、
坐
地
分
脏
、
以
此
巨
富
、
民
遭
荼
毒
、

＊
『
全
書
備
考
』

…
○
某
恃
男
充
縣
吏
、
勢
挾
聝
權
、
把
持
民
訟
、
行
移
作
弊
、（
○
?
）
某
倚
仗
刁
豪
、
勢
無
敢
敵
、
○
倚
山
峙
勢
、
肆
惡
張
威
、
騙
財
害
人
、
如
狼

似
虎
、
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＊
『
積
玉
全
書
』

…
○
威
震
如
雷
、
勢
熾
赤
天
、
男
充
縣
學
生
員
、
契
結
郡
邑
顯
宦
、
○
某
恃
男
充
縣
吏
、
勢
挾
職
權
、
把
持
民
訟
、
行
移
作
弊
、
○
某
仗
此
威
勢
、
鵬

翅
亂
舞
、
遮
天
蔽
日
、
○
威
如
虎
兕
、
哮
吼
一
聲
、
民
驚
膽
碎
、
風
聞
四
外
、
良
善
斂
跡
、
…
○
倚
山
峙
勢
、
肆
惡
張
威
、
騙
財
害
人
、
如
狼
似
虎
、

○
某
日
乘
高
頭
駿
馬
、
夜
歌
違
制
花
床
、
仗
此
威
權
、
眞
如
山
嶽
、
○
窩
贓
强
盜
、
坐
地
分
脏
、
以
此
巨
富
、
民
遭
荼
毒
、

＊
『
學
海
不
求
人
』
は
例
文
を
あ
げ
る
形
式
を
取
ら
ず
、
一
続
き
の
文
章
と
し
て
い
る
。
そ
の
「
吿
奸
豪
類
」
に
は
、
下
記
の
よ
う
な
共
通
す
る
文
言
が
含

ま
れ
て
い
る
。

…
親
近
府
縣
六
房
人
等
、
濃
交
吏
隸
、
預
計
後
來
、
先
防
事
發
、
但
有
吿
者
、
倚
此
威
權
轉
如
、
虎
翼
展
、
鵬
趐
亂
舞
、
漫
天
蔽
日
、
…
仗
此
威
權
靠

爲
山
嶽
、
大
放
肆
志
、
猛
如
狼
虎
、
哮
動
吼
一
聲
、
民
驚
膽
碎
、
聲
每
插
外
、
聞
者
威
藏
、
…
威
振
如
雷
、
勢
槪
若
天
、
故
着
伊
男
、
營
充
學
、
誇
稱

生
員
、
近
官
說
話
、
榮
契
結
鄕
宦
、
購
相
往
來
、
賄
通
囑
託
、
…
或
着
伊
男
營
充
縣
吏
、
勢
仗
縣
權
、
任
由
起
例
、
把
持
民
訟
、
動
輒
稟
官
行
移
作
弊
、

槪
縣
欽
仰
、
皆
從
所
鎋
、
…
占
人
田
產
土
地
、
姦
人
妻
小
、
發
人
墳
塚
、
事
主
可
勘
、
窩
藏
强
盜
、
坐
地
分
贓
、
以
此
巨
富
、
姦
盜
詐
僞
四
犯
俱
全
、

民
受
陷
溺
、
畏
不
敢
言
、
…

　
以
上
の
文
字
を
吟
味
す
れ
ば
、「
原
文
」
の
重
要
な
異
同
は
次
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

・「
故
將
伊
男
、
營
充
縣
學
」「
或
著
伊
男
、
營
充
縣
吏
」
の
「
營
」
が
抜
け
て
い
る
も
の
が
目
に
つ
く
。「
營
充
」
の
意
味
が
よ
く
わ
か
ら

な
い
こ
と
も
あ
り
、
衍
字
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
。

・「
捺
案
伏
不
行
」
は
「
捺
案
狀
不
行
」
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。

・「
風
聲
插
外
、
聞
者
威
藏
」
は
「
風
聞
四
外
、
良
善
斂
蹤
」
の
方
が
わ
か
り
や
す
い
。
和
訳
の
参
考
と
し
た
い
。

・「
火
放
肆
志
」
は
「
大
放
肆
志
」
と
改
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

③ 

訓 

読

��

土
豪��

（
此
の
套
は
大
戶
・
富
豪
等
を
吿
す
る
に
通
用
す
） ⃝

某
は
素も
と

よ
り
强
橫
に
倚よ

り
、
法
紀
に
遵
は
ず
。
衙
門
に
交
結
し
、
互
ひ
に
漁
獵
を
爲

し
、
倚
仗
し
て
隱
蔽
す
。
⃝
某
は
財
勢
を
恃た

の

み
、
亡
を
招
き
叛
を
納い

れ
、
畜や
し
なひ
て
爪
牙
と
爲
し
、
良
民
を
搏は
く

噬ぜ
い

す
。
⃝
某
は
刁て
う

譎け
つ

を
逞
し
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く
し
、
奸
徒
・
惡
黨
を
蠱こ

引い
ん

し
、
資た
く
はへ
て
鷹
犬
と
爲
す
。
夜
に
聚
ま
り
曉
に
散
じ
、
出
沒
す
る
に
時
無
し
。
衆
を
害
し
て
家
を
成
す
。
⃝
某

は
威
を
震
は
す
こ
と
雷
の
如
く
、
勢
焰
は
天
に
滔は

び
こる
。
故
に
伊か
れ

の
男む
す
こを
將も

て
、
縣
學
に
營
充
し
、
生
員
を
誇
稱
す
。
官
に
近
づ
き
說
話
し
、

鄕
宦
と
契
結
し
て
、
購あ

が
なひ
て
相た
が

ひ
に
往
來
し
、
賄
ま
ひ
な
ひ

し
て
通と
も

に
囑
託
す
。
⃝
或
い
は
伊
の
男
を
着し

（
著
）
て
縣
吏
に
營
充
せ
し
め
、
勢
も

て
縣
權
を
挾

さ
し
は
さ

み
、
任
由
し
て
起
例
せ
し
め
、
民
訟
を
把
持
す
。
動
や
や
も
す

れ
ば
輒す
な
はち
官
に
稟ひ
ん

し
て
行
移
せ
し
め
て
弊
を
作
す
。
槪
ね
縣
は
遵

依
し
、
任ゆ

だ

ね
て
所
鎋
に
從
ふ
。
⃝
某
は
禮
も
て
六
房
に
親
し
み
、
吏り

皂さ
う

に
濃
交
し
、
預
め
後
來
を
計
り
、
先
に
事
の
發
す
る
を
防
ぐ
。
文

卷
を
抽ち

う

摸も

し
、（
案
狀
を
）
捺お
さ

へ
て
行
せ
ざ
ら
し
む
。
⃝
此
の
威
勢
轉ま
す

々
加
は
る
に
仗よ

り
、
虎
翼
は
展
開
し
、
鵬
趐
は
亂
舞
す
。
天
を
遮
り

日
を
蔽
ふ
。
⃝
此
れ
倚
り
威
權
は
眞
に
虎
兕じ

の
如
く
、
哮か
う

吼こ
う

一
聲
あ
れ
ば
、
民
は
驚
き
膽た
ん

碎さ
い

し
、
風
聲
は
插
外
し
、
聞
く
者
は
畏
藏
す
。

⃝
某
は
日
々
高
頭
の
駿
馬
に
乘
り
、
夜
は
龍
鳳
の
花
牀
に
臥
し
、
鄕
村
に
出
入
す
。
煙
銃
・
火
礮
も
て
此
の
威
權
に
仗
る
こ
と
眞
に
山
嶽

の
如
し
。
大
い
に
肆
志
を
放
ち
、
猛
き
こ
と
狼
虎
の
如
し
。
⃝
某
は
刁て

う

豪が
う

に
倚
仗
し
、
勢
敢
へ
て
敵
す
る
も
の
無
し
。
威
を
震
は
す
こ
と

雷
の
如
く
、
氣
焰
は
天
の
若
し
。
⃝
山
に
倚
り
洞
を
峙
み
、
惡
を
肆

ほ
し
い
ま
ま

に
し
て
威
を
張
る
。
財
を
騙
し
人
を
害
す
。
狼
の
如
く
虎
の
似ご
と

し
。

⃝
人
の
田
產
を
占
め
、
人
の
妻
小
を
姦
し
、
人
の
墳
塚
を
發あ

ば

く
こ
と
、
事
實
は
勘
す
べ
し
。
强
盜
を
窩く
わ

藏ざ
う

し
、
地
に
坐ざ

し
て
贓ざ
う

を
分
か
ち
、

此
れ
を
以
て
巨
富
た
り
。
姦
・
盜
・
詐
・
僞
の
四
犯
は
俱
に
全
く
、
民
は
陷か

ん

溺で
き

せ
ら
る
。

④ 

語 

釈

〈
套
〉
ひ
と
そ
ろ
い
、
ひ
と
組
。　〈
倚
仗
〉
権
勢
な
ど
を
頼
み
に
す
る
。　〈
生
員
〉
科
挙
の
予
備
試
験
に
合
格
し
て
、
府
・
州
・
県
学
に

入
っ
た
者
。　〈
囑
託
〉
請
託
す
る
、
た
の
み
こ
む
。　〈
著
〉
使
役
を
表
す
。
…
さ
せ
る
。　〈
營
充
〉
未
詳
。
た
だ
し
、「
營
」
が
衍
字
で
な

い
と
す
れ
ば
、「
い
と
な
む
、
は
か
る
」
と
い
う
意
味
が
あ
り
、「
充
」
に
は
「
偽
る
」「
ふ
り
を
す
る
」
と
い
う
意
味
も
あ
る
。
こ
の
方
向

で
解
釈
す
る
。　〈
稟
官
行
移
〉「
稟
」
は
二
つ
の
意
味
が
あ
り
、
⑴
人
民
よ
り
官
庁
へ
差
し
出
す
文
書
、
⑵
下
級
機
関
か
ら
上
級
機
関
へ
報

告
・
上
申
・
請
願
す
る
こ
と
、
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
⑴
の
意
味
で
あ
ろ
う
。
ま
た
「
行
移
」
は
「
行
文
移
牒
」
の
略
で
、
官
府
と
官
府
と

の
間
で
文
書
を
や
り
と
り
す
る
こ
と
を
い
う
。　〈
禮
〉
一
般
に
は
「
礼
儀
」
の
意
味
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
「
贈
り
物
」
の
意
味
に
と
る
。
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　〈
六
房
〉
本
来
は
吏
・
戸
・
礼
・
兵
・
刑
・
工
の
六
つ
の
部
局
の
意
味
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
一
般
的
な
役
所
を
指
し
て
い
る
。　〈
虎

翼
〉
虎
の
翼
を
つ
け
た
よ
う
に
、
凶
暴
さ
が
い
っ
そ
う
増
し
た
様
子
。　〈
虎
兕
〉「
兕
」
は
水
牛
に
似
た
一
角
獣
。　〈
窩
藏
〉
犯
罪
人
を
止

宿
さ
せ
、
隠
匿
す
る
こ
と
。　〈
陷
溺
〉
虐
げ
苦
し
め
る
こ
と
。

⑤ 

和 
訳

��

土
豪��

（
こ
の
項
は
大
戸
・
富
豪
な
ど
を
告
発
す
る
際
に
通
用
で
き
る
）

某
は
も
と
よ
り
横
暴
で
法
律
に
従
わ
な
い
。
役
所
の
官
吏
と
結
び
つ
き
、
た
が
い
に
稼
ぎ
場
と
み
な
し
、
寄
り
か
か
り
合
っ
て
〔
悪
事
を
〕

隠
蔽
し
て
い
る
。
⃝
某
は
財
力
を
頼
み
に
、
流
れ
者
や
反
逆
者
を
引
き
こ
ん
で
手
先
と
し
て
養
い
、
良
民
を
食
い
物
に
し
て
い
る
。
⃝
某

は
詐
偽
の
道
に
長
け
、
奸
徒
や
悪
党
ど
も
を
そ
そ
の
か
し
て
家
に
引
き
こ
み
、
用
心
棒
と
し
て
い
る
。
夜
に
集
ま
り
朝
に
な
る
と
解
散
す

る
な
ど
、
時
を
選
ば
ず
出
没
し
て
い
る
。
民
衆
に
害
を
与
え
る
こ
と
で
一
家
を
構
え
て
い
る
の
だ
。
⃝
某
は
雷
の
ご
と
く
威
勢
を
振
る
い
、

そ
の
炎
は
天
に
ま
で
届
く
か
の
よ
う
で
あ
る
。
彼
の
息
子
を
県
学
に
入
学
さ
せ
、
生
員
で
あ
る
と
言
い
ふ
ら
し
て
い
る
。
官
僚
に
近
づ
い

て
話
を
通
じ
、
郷
紳
と
固
く
結
び
つ
い
て
い
る
。
経
済
的
に
融
通
し
合
っ
て
行
き
来
し
、
賄
賂
を
贈
っ
て
と
も
に
請
託
を
し
て
い
る
。
⃝
あ

る
い
は
彼
の
息
子
を
県
の
胥
吏
と
し
て
入
り
込
ま
せ
、
県
の
権
威
を
笠
に
着
て
勝
手
に
則
例
を
作
り
、
民
間
の
訴
訟
を
牛
耳
っ
て
い
る
。
や

や
も
す
れ
ば
み
だ
り
に
〔
手
を
ま
わ
し
て
上
級
か
ら
〕
文
書
を
下
さ
せ
て
悪
事
を
な
し
て
い
る
。〔
そ
の
た
め
〕
お
お
む
ね
県
が
そ
れ
に
従

い
、
管
轄
部
署
の
処
置
に
ま
か
せ
て
い
る
。
⃝
某
は
贈
り
物
を
し
て
役
所
の
胥
吏
と
親
し
み
、
胥
吏
・
衙
役
と
深
い
関
係
に
な
っ
て
い
る
。

後
々
の
こ
と
に
配
慮
し
、
こ
と
が
発
覚
す
る
前
に
手
を
打
ち
、
公
文
書
を
棚
上
げ
に
し
て
抑
え
込
み
、
あ
る
い
は
廃
棄
し
て
通
達
さ
せ
な

い
。
⃝
こ
れ
に
よ
っ
て
威
勢
は
い
っ
そ
う
加
わ
り
、
虎
に
翼
を
つ
け
、
鵬
が
羽
を
広
げ
て
狂
喜
乱
舞
す
る
あ
り
さ
ま
と
な
っ
た
。
お
天
道

様
を
覆
い
隠
し
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
⃝
こ
れ
に
よ
っ
て
権
威
は
ま
こ
と
に
虎
・
兕
の
よ
う
に
な
っ
た
。
一
声
吠
え
れ
ば
、
民
は

驚
い
て
胆
を
つ
ぶ
す
。
噂
は
一
帯
に
広
が
り
、
そ
れ
を
聞
い
た
者
は
怖
が
っ
て
身
を
潜
め
て
い
る
。
⃝
某
は
、
昼
は
立
派
な
駿
馬
に
乗
り
、

夜
は
龍
・
鳳
の
飾
り
の
つ
い
た
ベ
ッ
ド
で
寝や

す

ん
で
い
る
。
村
里
に
出
入
り
し
、
銃
砲
を
打
ち
な
ら
し
て
い
る
。
権
威
に
頼
る
さ
ま
は
ま
こ
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と
に
そ
び
え
た
つ
山
の
如
く
、
好
き
放
題
に
す
る
さ
ま
は
虎
狼
の
ご
と
く
猛
々
し
い
。
⃝
某
は
狡
猾
・
横
暴
で
敵か
な

う
者
は
い
な
い
。
威
勢

は
雷
の
如
く
響
き
渡
り
、
意
気
は
天
を
焦
が
す
ほ
ど
で
あ
る
。
⃝
山
洞
に
住
ん
で
い
る
の
を
よ
い
こ
と
に
、
悪
事
を
ほ
し
い
ま
ま
に
し
て

威
勢
を
張
っ
て
い
る
。
財
産
を
だ
ま
し
取
り
、
人
を
害
す
る
こ
と
虎
狼
の
よ
う
だ
。
⃝
人
の
土
地
を
わ
が
物
と
し
、
人
の
妻
を
姦
淫
し
、
人

の
墳
墓
を
暴
い
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
吟
味
す
れ
ば
わ
か
る
こ
と
だ
。
強
盗
を
家
に
住
ま
わ
せ
、
そ
の
場
で
稼
ぎ
を
山
分
け
し
て
、
巨
万
の

富
を
築
い
て
い
る
。
姦
・
盗
・
詐
・
偽
の
四
つ
の
犯
罪
が
そ
ろ
っ
て
お
り
、
民
は
虐
げ
苦
し
め
ら
れ
て
い
る
。

【
解
説
】

　「
前
段
」
で
は
「
土
豪
」
に
よ
る
悪
事
の
一
般
論
を
述
べ
て
い
る
。
告
訴
状
の
最
初
の
段
落
で
あ
る
か
ら
、
事
案
の
全
体
像
を
示
す
の
が

目
的
で
あ
る
。
前
掲
「
体
段
格
式
（
書
式
の
構
成
）」
で
「
事
情
や
訴
因
を
組
み
立
て
て
書
き
、
一
件
の
来
歴
は
分
明
に
し
、
そ
の
う
え
簡

潔
、
適
切
に
」
と
さ
れ
た
指
南
の
実
例
で
あ
る
。
内
容
で
は
次
の
よ
う
な
点
が
注
目
さ
れ
る
。

　
ま
ず
、
項
目
名
の
注
に
、
こ
の
項
の
例
文
は
「
大
戸
・
富
豪
」
の
場
合
に
も
通
用
す
る
と
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
項
目
名
の
「
土
豪
」

と
は
、
本
来
、
地
方
の
豪
族
、
土
着
の
有
力
者
な
ど
と
い
う
意
味
で
あ
っ
た
が
、
次
第
に
国
家
の
統
治
に
影
響
を
持
つ
有
力
者
と
い
う
ニ
ュ

ア
ン
ス
が
加
わ
り
、
悪
党
と
い
う
意
味
が
濃
く
な
っ
て
い
っ
た
。
こ
こ
に
い
わ
ゆ
る
「
大
戸
」
と
「
富
豪
」
は
共
通
す
る
属
性
を
も
ち
、
と

も
に
富
裕
層
で
あ
る
。
し
か
し
基
層
社
会
に
お
い
て
富
裕
層
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
周
辺
へ
の
大
き
な
影
響
力
を
持
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
も
あ
り
、
在
地
有
力
者
と
い
う
言
葉
と
も
通
じ
る
。
つ
ま
り
当
時
の
「
土
豪
」
と
「
大
戸
・
富
豪
」
は
在
地
有
力
者
と
い
う
側
面

で
は
共
通
す
る
存
在
で
あ
り
、
彼
ら
が
行
う
「
悪
事
」
は
共
通
す
る
も
の
だ
っ
た
。
逆
に
言
え
ば
、「
悪
事
」
と
い
う
側
面
か
ら
見
る
か
ぎ

り
、「
土
豪｣

と
い
う
言
葉
が
さ
ほ
ど
限
定
さ
れ
た
概
念
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
た
だ
「
土
豪
」「
大
戸
・
富
豪
」
と
い
う

異
な
る
用
語
が
あ
る
か
ら
に
は
そ
の
実
態
に
何
ら
か
の
違
い

―
地
主
や
高
利
貸
等
の
活
動
を
前
面
に
出
し
て
い
る
勢
力
か
、
暴
力
団
的

な
活
動
が
目
立
つ
勢
力
か
、
な
ど

―
は
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
た
勢
力
が
「
姦
・
盗
・
詐
・
偽
の
四
つ
の
犯
罪
」
を
犯
し
た
と
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し
て
告
訴
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
次
に
、
こ
の
例
文
か
ら
彼
ら
の
勢
力
の
構
成
が
わ
か
る
。「
流
れ
者
や
反
逆
者
を
…
手
先
と
し
」、「
奸
徒
や
悪
党
ど
も
を
…
用
心
棒
と
し

て
」
い
た
。
ま
た
「
彼
の
息
子
を
県
学
に
入
学
さ
せ
、
生
員
で
あ
る
と
言
い
ふ
ら
し
」
た
り
、「
息
子
を
県
の
胥
吏
と
し
て
入
り
込
ま
せ
」

た
り
し
て
い
た
。
つ
ま
り
家
族
を
中
核
と
し
て
、
息
子
を
生
員
、
つ
ま
り
官
僚
の
予
備
軍
で
あ
る
と
み
せ
か
け
る
こ
と
で
国
家
の
権
威
を

利
用
し
、
あ
る
い
は
「
県
の
胥
吏
」
と
す
る
こ
と
で
国
家
権
力
と
結
び
つ
い
て
い
た
。
彼
ら
は
「
官
僚
に
…
話
を
通
じ
、
郷
紳
と
固
く
結

び
つ
い
て
」
い
た
し
、「
贈
り
物
を
し
て
役
所
の
胥
吏
と
親
し
み
、
胥
吏
・
衙
役
と
深
い
関
係
に
な
っ
て
」
も
い
た
。
当
時
の
基
層
社
会
に

お
い
て
、
在
地
有
力
者
た
ち
、
つ
ま
り
土
豪
・
大
戸
・
富
豪
た
ち
は
郷
紳
・
官
吏
の
よ
う
な
国
家
権
力
の
末
端
と
結
び
つ
い
て
い
た
の
で

あ
る
。

　
こ
う
し
た
国
家
と
の
結
合
を
利
用
し
て
、
土
豪
は
さ
ま
ざ
ま
な
「
悪
事
」
を
行
っ
て
い
た
。
た
と
え
ば
「
良
民
を
食
い
物
に
し
」「
民
衆

に
害
を
与
え
」「
訴
訟
を
牛
耳
っ
て
」「
財
産
を
だ
ま
し
取
」
る
な
ど
、「
姦
・
盗
・
詐
・
偽
の
四
つ
の
犯
罪
」、
つ
ま
り
姦
淫
・
強
姦
、
窃

盗
・
強
盗
、
詐
欺
・
騙か

た

り
、
偽
詐
（
詐
取
）・
偽
造
な
ど
の
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
犯
罪
行
為
を
お
こ
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
こ

の
犯
罪
の
具
体
像
に
つ
い
て
は
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
は
、
事
案
の
全
体
像
を
示
す
「
前
段
」
の
役
割
で
は
な
く
、「
後
段
」
に
ゆ
だ

ね
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

【
史
料
III
】

『
鳴
情
均
化
録
』
土
豪
　
後
段

① 

原 

文

��

土
豪��　

驀
被
前
惡
、
統
聚
多
兵
、
蜂
擁
上
門
。
盡
將
住
基
・
房
屋
・
家
財
・
什
物
、
抄
札
一
空
、
逐
趕
全
家
。
東
奔
西
竄
、
生
死
莫
保
。
⃝

鳩
集
狼
黨
、
綑
綁
歸
家
、
非
刑
拷
打
。
監
禁
絕
食
、
勒
寫
基
屋
・
墳
地
・
田
產
。
屋
被
拆
去
、
塚
被
發
毀
、
平
爲
地
土
。
伊
得
租
苗
、
坑
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身
祖
脈
。
骸
骨
飄
無
、
情
悼
不
已
。
⃝
奸
豪
勢
惡
滔
天
。
打
死
人
命
、
廣
用
金
銀
、
在
鄕
賣
息
。
勢
大
任
然
、
命
如
砂
土
、
當
如
草
芥
。
府

縣
人
情
、
孰
能
敢
敵
。
但
有
仇
者
、
動
輒
用
奸
、
買
通
巡
捕
、
賄
拴
刑
房
衙
門
人
等
。
更
將
盜
賊
、
暗
使
機
關
、
指
攀
坐
陷
、
各
執
貧
民
。

有
口
無
伸
冤
枉
。
無
辜
屈
遭
死
地
。

② 

関 
連 
史 
料

　「
前
段
」
と
同
じ
よ
う
に
関
連
す
る
史
料
を
検
討
す
る
。

＊
『
萬
書
萃
寳
』

…
鳩
集
狼
黨
、
綑
綁
歸
家
、
非
刑
拷
打
、
監
禁
絕
食
、
勒
寫
基
屋
・
田
產
・
墳
地
、
發
塚
拆
屋
、
平
爲
地
土
、
伊
得
租
利
坑
祖
、
骸
骨
暴
路
、
情
慘

黑
天
、
○
魃
被
前
惡
、
統
聚
多
兇
、
蜂
擁
上
門
、
罄
將
住
基
・
房
屋
・
家
財
・
什
物
、
抄
札
一
空
、
逐
趕
全
家
、
東
奔
西
竄
、
生
死
莫
保
、
○
奸
豪

勢
惡
滔
天
、
打
死
人
命
、
廣
錢
賄
蔽
、
府
縣
人
情
、
孰
能
敢
敵
、
遇
有
仇
怨
、
輒
買
巡
捕
員
役
、
賄
拴
刑
房
衙
門
人
等
、
暗
使
機
關
、
令
獄
盜
賊
、
指

板
誣
陷
、
貧
民
有
口
、
無
伸
冤
枉
、
無
辜
遭
死
地
、

＊
『
五
車
抜
錦
』

…
○
奸
豪
勢
惡
滔
天
、
打
死
人
命
、
廣
用
金
銀
、
府
縣
人
情
、
孰
能
敢
敵
、
但
有
仇
者
、
動
輒
用
奸
、
買
通
巡
捕
、
賄
拴
刑
房
衙
門
人
等
、
更
將
盜

賊
、
暗
使
機
關
、
指
樊
坐
陷
、
各
執
貧
民
、
有
口
無
伸
冤
枉
、
無
辜
屈
遭
死
地
、

＊
『
學
海
群
玉
』

驀
被
前
惡
、
統
聚
多
兵
、
蜂
擁
上
門
、
盡
將
住
基
・
房
屋
・
家
財
・
什
物
、
抄
札
一
空
、
逐
趕
全
家
、
東
奔
西
傾
、
生
死
莫
保
、
…
○
奸
豪
勢
惡
滔

天
、
打
死
人
命
、
…
但
有
仇
者
、
動
輒
用
奸
、
買
通
巡
捕
、
賄
拴
刑
房
衙
門
人
等
、
更
將
賊
盜
、
暗
使
機
關
、
指
攀
坐
陷
、
…

＊
『
五
車
萬
寳
全
書
』

…
鳩
集
狼
黨
、
綑
綁
歸
家
、
非
刑
拷
打
、
監
禁
絕
食
、
勒
寫
基
屋
・
田
產
・
墳
地
、
發
塚
拆
屋
、
平
爲
地
土
、
伊
得
租
利
、
坑
祖
骸
骨
暴
露
、
情
慘

黑
天
、
○
魆
被
前
惡
、
統
聚
多
兇
、
蜂
擁
上
門
、
罄
將
住
居
・
房
屋
・
家
財
・
什
物
、
抄
擄
一
空
、
逐
趕
全
家
、
東
奔
西
竄
、
生
死
莫
保
、
○
奸
豪

勢
惡
滔
天
、
打
死
人
命
、
廣
錢
賄
蔽
、
府
縣
人
情
、
孰
能
敢
敵
、
遇
有
仇
怨
、
輒
買
巡
捕
員
役
、
賄
拴
刑
房
衙
門
人
等
、
暗
使
機
關
、
令
獄
盜
賊
、
指

扳
誣
陷
、
貧
民
有
口
、
無
伸
冤
枉
、
無
辜
遭
死
、

＊
『
萬
書
淵
海
』
は
『
五
車
萬
寳
全
書
』
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
た
だ
「
罄
將
住
居
」
は
「
罄
將
住
基
」
に
、「
抄
擄
一
空
」
は
「
抄
札
一
空
」
に
、「
無
辜
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遭
死
」
は
「
無
辜
遭
死
地
」
と
な
っ
て
い
る
。

＊
『
萬
書
萃
錦
』

…
鳩
集
狼
黨
、
綑
綁
歸
家
、
非
刑
拷
打
、
監
禁
絕
食
、
勒
寫
基
屋
・
田
產
・
坟
地
、
發
塚
拆
屋
、
平
爲
地
土
、
伊
得
租
利
坑
祖
、
骸
骨
暴
露
、
情
慘

黑
天
、
○
魃
被
前
惡
、
統
聚
多
兇
、
蜂
擁
上
門
、
罄
將
任
基
・
房
屋
・
家
財
・
什
物
、
抄
札
一
空
、
逐
趕
全
家
、
東
奔
西
竄
、
生
死
莫
保
、
○
奸
豪

勢
惡
滔
天
、
打
死
人
命
、
廣
錢
賄
蔽
、
府
縣
人
情
、
孰
能
敢
敵
、
遇
有
仇
怨
、
輒
買
巡
捕
員
役
、
賄
拴
刑
房
衙
門
人
等
、
暗
使
機
關
、
令
獄
盜
賊
、
指

扳
誣
陷
、
貧
民
有
口
、
無
伸
冤
枉
、
無
辜
遭
死
地
、

＊
『
全
書
備
考
』
は
『
五
車
萬
寳
全
書
』
と
同
じ
で
あ
る
。
た
だ
「
發
塚
拆
屋
」
は
「
發
墳
拆
屋
」、「
抄
擄
一
空
」
は
「
抄
札
一
空
」
と
な
っ
て
い
る
。

＊
『
積
玉
全
書
』

…
鳩
集
狼
黨
、
綑
綁
歸
家
、
非
刑
拷
打
、
監
禁
絕
食
、
勒
寫
基
屋
・
田
產
・
坟
地
、
發
塚
拆
屋
、
平
爲
地
土
、
伊
得
租
利
坑
祖
、
骸
骨
暴
露
、
情
慘

黑
天
、
○
魃
被
前
惡
、
統
聚
多
兇
、
蜂
擁
上
門
、
罄
將
住
基
・
房
屋
・
家
財
・
什
物
、
抄
扎
一
空
、
逐
趕
全
家
、
東
奔
西
竄
、
生
死
莫
保
、
○
奸
豪

勢
惡
滔
天
、
打
死
人
命
、
廣
錢
賄
蔽
、
府
縣
人
情
、
孰
能
敢
敵
、
遇
有
仇
怨
、
輒
買
巡
捕
員
役
、
賄
拴
刑
房
衙
門
人
等
、
暗
使
機
關
、
令
獄
盜
賊
、
指

扳
誣
陷
、
貧
民
有
口
、
無
伸
冤
枉
、
無
辜
、

＊
『
學
海
不
求
人
』「
吿
奸
豪
類
」
の
項
に
下
記
の
よ
う
な
共
通
す
る
文
章
が
あ
る
。

…
屋
被
拆
去
、
叩
寫
墳
地
塚
被
發
、
平
爲
地
土
、
伊
得
苗
祖
、
坑
身
祖
脈
、
骸
骨
飄
無
、
情
思
不
已
、
訴
此
奸
豪
、
淚
如
雨
落
、
花
私
人
命
、
廣
用

金
銀
、
買
息
勢
大
任
然
、
命
如
砂
土
、
當
如
艸
芥
、
府
縣
人
情
、
孰
能
敢
敵
、
且
仇
者
、
動
輒
用
奸
、
買
通
巡
捕
、
賄
拴
刑
房
衙
門
人
等
、
更
將
盜

賊
、
暗
使
机
關
、
扯
扳
坐
陷
、
各
執
貧
民
、
有
口
無
申
、
仍
是
無
辜
屈
遭
死
地
、
…

　
以
上
の
史
料
か
ら
文
字
の
異
同
を
考
え
て
み
る
。

　
ま
ず
も
っ
と
も
意
味
の
と
り
に
く
い
「
伊
得
租
苗
、
坑
身
祖
脈
、
骸
骨
飄
無
」
に
は
「
伊
得
租
利
、
坑
祖
骸
骨
暴
露
」
と
い
う
も
う
一

つ
の
テ
キ
ス
ト
が
あ
る
。「
飄
無
」
が
「
暴
露
」
と
同
じ
意
味
と
解
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、「
飄
無
」
は
「
飄
舞
」
の
誤
り
で
あ

ろ
う
。
ま
た
「
坑
身
祖
脈
」
が
「
坑
祖
」
に
短
縮
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。「
坑
身
」
が
「
抗
身
」
の
誤
り
で
あ
る
と
す
れ
ば
「
立
身
、

置
身
」
の
意
味
が
あ
る
（『
漢
語
大
詞
典
』
北
京
、
漢
語
大
詞
典
出
版
社
、
一
九
九
七
年
）。
し
か
し
そ
の
意
味
で
は
文
章
が
理
解
で
き
な
い
。
こ
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こ
で
は
「
祖
脈
」
と
い
う
表
現
に
注
目
し
、
地
脈
な
ど
を
問
題
と
す
る
風
水
と
の
関
係
を
考
え
た
。
と
り
あ
え
ず
こ
の
方
向
で
解
釈
す
る
。

他
の
文
字
の
異
同
は
『
三
台
萬
用
』
に
従
う
。

　
次
に
「
指
攀
坐
陷
、
各
執
貧
民
」
の
部
分
で
文
字
の
異
同
が
大
き
い
。
諸
本
の
よ
う
に
「
令
獄
盜
賊
、
指
扳
誣
陷
」
と
す
る
と
「
盜
賊
」

を
獄
に
入
れ
、
罪
を
な
す
り
つ
け
る
と
い
う
意
味
に
な
る
。
ど
ち
ら
も
成
り
立
つ
と
思
わ
れ
る
が
、
と
り
あ
え
ず
『
三
台
萬
用
』
の
原
文

に
従
い
、
貧
民
を
身
代
わ
り
に
す
る
と
い
う
意
味
に
と
る
。

③ 

訓 

読

��

土
豪��　

驀に
は

か
に
前
惡
に
、
多
兵
を
統
聚
し
、
蜂ほ
う

擁よ
う

し
て
上
門
せ
ら
る
。
盡
く
住
基
・
房
屋
・
家
財
・
什
物
を
將も

て
、
抄せ
う

札さ
つ

し
一
空
た
り
て
、

全
家
を
逐ち

く

趕か
ん

す
。
東と
う
ほ
ん
せ
い
ざ
ん

奔
西
竄
し
、
生
死
は
保
つ
莫な

し
。
⃝
狼
黨
を
鳩
集
し
、
綑こ
ん

綁は
う

し
て
家
に
歸
り
、
非
刑
に
拷
打
す
。
監
禁
し
て
食
を
絕

ち
、
基
屋
・
墳
地
・
田
產
を
勒ろ

く

寫し
や

せ
し
む
。
屋
は
拆た
く

去き
よ

せ
ら
れ
、
塚
は
發
毀
せ
ら
れ
、
平
ら
げ
て
地
土
と
爲さ

る
。
伊
は
租
苗
を
得
、
祖
脈

に
坑
身
す
。
骸
骨
は
飄へ

う

舞ぶ

し
情
悼
已
ま
ず
。
⃝
奸
豪
の
勢
惡
は
天
に
滔
る
。
人
命
を
打
死
し
、
廣
く
金
銀
を
用
ゐ
、
鄕
に
在
り
て
賣
息
す
。

勢
の
大
な
る
は
任
然
た
り
て
、
命
は
砂
土
の
如
く
、
當
に
草
芥
の
如
く
な
る
べ
し
。
府
縣
の
人
情
、
孰だ

れ

か
能
く
敢
へ
て
敵
せ
ん
や
。
但も

し

仇
者
有
れ
ば
、
動や

や

も
す
れ
ば
輒
ち
奸
を
用
い
、
巡
捕
を
買
通
し
、
刑
房
衙
門
人
等
に
賄わ
い

拴せ
ん

す
。
更
に
盜
賊
を
將
て
、
暗
に
機
關
を
使
ひ
、
指し

攀は
ん

し
て
坐
陷
し
、
各
々
貧
民
を
執と

ら
ふ
。
口
有
る
も
冤
枉
を
伸
ば
す
無
し
。
無
辜
は
屈
し
て
死
地
に
遭
ふ
。

④ 

語 

釈

〈
驀
〉
意
味
の
な
い
置
き
字
と
い
う
説
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
「
急
に
、
に
わ
か
に
」
の
意
に
と
る
。　〈
被
〉
受
動
態
表
現
で
あ
る
が
、
こ

の
ま
ま
で
は
和
訳
が
む
つ
か
し
い
。
適
宜
、
能
動
態
に
変
え
る
こ
と
と
す
る
。　〈
蜂
擁
〉
大
勢
の
人
間
が
押
し
あ
い
へ
し
あ
い
し
て
い
る

様
子
。　〈
抄
札
〉
未
詳
だ
が
「
抄
扎
」
の
誤
り
と
す
れ
ば
「
財
産
を
差
し
押
さ
え
る
」
と
い
う
意
味
に
な
る
。　〈
逐
趕
〉
追
い
出
す
こ
と
。

　〈
勢
惡
〉
荻
生
徂
徠
『
明
律
国
字
解
』
で
は
「
勢
」
は
威
勢
あ
る
も
の
で
、
多
く
は
貴
人
に
縁
の
あ
る
も
の
、
と
さ
れ
て
い
る
。　〈
巡

捕
〉
地
域
を
巡
察
し
て
盗
賊
な
ど
を
取
り
締
ま
る
胥
吏
。　〈
機
關
〉
謀
略
、
か
ら
く
り
。　〈
指
攀
〉
別
人
の
名
を
出
し
て
罪
を
な
す
り
つ
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け
る
こ
と
。　〈
冤
枉
〉
無
実
の
罪
に
陥
れ
ら
れ
る
こ
と
。

⑤ 
和 

訳
��

土
豪��
　
に
わ
か
に
く
だ
ん
の
悪
人
が
手
下
を
率
い
て
武
器
を
持
ち
、
大
勢
で
家
に
押
し
か
け
た
。〔
彼
ら
は
〕
土
地
・
住
居
・
家
財
・
什
器

を
す
べ
て
没
収
し
て
空
っ
ぽ
に
し
、
家
人
す
べ
て
を
追
い
出
し
た
。〔
家
人
は
〕
あ
ち
こ
ち
に
逃
げ
隠
れ
し
、
生
死
は
保
証
の
か
ぎ
り
で
な

か
っ
た
。
⃝
悪
党
の
一
味
を
寄
せ
集
め
、〔
被
害
者
を
〕
ふ
ん
じ
ば
っ
て
家
に
連
れ
帰
り
、
不
法
に
拷
問
を
加
え
た
。
監
禁
し
て
食
事
も
与

え
ず
、
無
理
や
り
土
地
・
墓
地
・
田
産
〔
の
譲
渡
契
約
書
?
〕
を
書
か
せ
た
。
屋
敷
は
撤
去
さ
れ
、
墳
墓
は
掘
り
崩
さ
れ
、
平
ら
に
し
て

更
地
に
さ
れ
た
。
悪
党
は
小
作
料
を
手
に
入
れ
、
先
祖
代
々
の
風
水
の
良
い
土
地
を
手
に
入
れ
た
。〔
し
か
し
被
害
者
の
祖
先
の
〕
遺
骨
は

風
に
な
び
く
あ
り
さ
ま
に
な
っ
た
。
ま
っ
た
く
痛
ま
し
い
こ
と
で
あ
る
。
⃝
悪
党
の
威
勢
は
天
に
あ
ふ
れ
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
殺
人
事

件
を
犯
し
、
盛
大
に
金
銀
を
使
っ
て
郷
村
で
資
金
を
転
が
し
て
い
る
。
勢
力
の
大
き
さ
を
た
の
み
に
、
や
り
た
い
放
題
で
あ
る
。
人
の
生

命
を
砂
土
や
雑
草
の
ご
と
く
み
て
い
る
。
府
・
県
の
す
べ
て
の
人
の
情
と
し
て
、
彼
ら
に
敵
対
で
き
る
よ
う
な
者
な
ど
い
る
わ
け
が
な
い
。

も
し
敵
対
す
る
者
が
い
れ
ば
す
ぐ
さ
ま
悪
人
を
用
い
、
巡
捕
の
吏
を
買
収
し
、
刑
事
担
当
の
胥
吏
等
に
賄
賂
を
贈
っ
て
い
る
。
そ
の
う
え

盗
賊
を
率
い
、
ひ
そ
か
に
計
略
を
め
ぐ
ら
し
、
別
人
を
巻
き
添
え
に
し
て
罪
に
落
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
貧
民
を
〔
犯
人
と
し
て
〕
捉
え
て
い

る
。〔
貧
民
た
ち
は
〕
口
は
あ
っ
て
も
冤
罪
を
晴
ら
す
こ
と
が
で
き
な
い
あ
り
さ
ま
で
あ
る
。
無
辜
の
民
に
無
実
の
罪
を
着
せ
、
死
地
に
追

い
や
っ
て
い
る
の
だ
。

【
解
説
】

　「
後
段
」
は
告
訴
内
容
を
よ
り
具
体
的
に
展
開
す
る
部
分
で
あ
る
。「
前
段
」
と
比
較
す
れ
ば
、
そ
の
具
体
性
は
あ
る
程
度
ま
で
理
解
で

き
る
。
こ
こ
に
は
財
産
の
強
奪
や
暴
力
行
為
な
ど
の
実
態
が
並
べ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
例
文
数
は
少
な
く
、
記
述
内
容
も
そ
れ
ほ
ど
詳

細
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
多
少
目
新
し
い
記
述
と
い
え
る
の
は
「
盛
大
に
金
銀
を
使
っ
て
郷
村
で
資
金
を
転
が
し
て
い
る
」
と
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い
う
経
済
活
動
に
つ
い
て
の
記
述
く
ら
い
で
あ
る
。
こ
う
し
た
例
文
は
先
に
見
た
「
書
式
の
構
成
」
の
「
後
段
は
理
を
通
さ
ね
ば
な
ら
な

い
。
事
情
を
弁
別
し
、
用
語
は
厳
格
に
し
、
あ
る
べ
き
道
筋
を
は
っ
き
り
打
ち
出
す
。
…
」
と
い
う
指
南
と
合
致
し
て
い
な
い
。

　
そ
の
理
由
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、
通
俗
と
い
う
形
容
詞
を
か
ぶ
せ
ら
れ
る
こ
と
の
多
い
日
用
類
書
が
抱
え
る
欠
点
、
つ
ま
り

い
い
加
減
さ
、
大
ま
か
さ
か
も
し
れ
な
い
。
け
れ
ど
も
よ
り
あ
り
そ
う
な
理
由
は
別
の
項
目
と
の
重
複
で
あ
る
。
前
に
も
指
摘
し
た
よ
う

に
項
目
分
類
の
基
準
は
二
つ
あ
っ
た
。
こ
こ
に
掲
げ
ら
れ
た
内
容
か
ら
言
え
ば
「
闘
殴
」
と
共
通
す
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
眼
で
「
闘
殴
」

の
「
後
段
」
を
見
る
と
「
土
豪
」
と
い
う
主
語
は
明
記
し
て
い
な
い
が
、
有
力
者
に
よ
る
と
み
ら
れ
る
暴
力
事
件
の
詳
細
が
述
べ
ら
れ
て

い
た
。
そ
こ
で
「
闘
殴
」
冒
頭
の
二
条
の
例
文
を
あ
げ
て
考
え
て
み
よ
う
。
た
だ
し
関
連
史
料
の
検
討
は
省
略
す
る
。

【
史
料
IV
】

『
鳴
情
均
化
録
』
闘
殴

① 

原 

文

��

鬪
毆��　

偶
於
某
時
、
闞
某
孤
身
、
喝
令
狼
伴
・
鷹
犬
、
多
人
捉
某
、
鎻
押
伊
家
、
私
置
土
牢
、
非
法
監
打
。
遍
身
靑
紫
、
頭
面
破
碎
。
惛

懵
在
地
。
渠
得
某
捨
命
向
前
、
力
救
扶
歸
。
現
今
命
若
懸
絲
、
生
死
罔
測
。
⃝
統
集
兇
黨
、
猛
如
狼
虎
、
勢
若
陣
獵
。
各
執
柴
棍
、
俱
拿

器
械
任
打
。
遍
身
黑
紫
、
頭
傷
肢
損
、
痛
切
肝
心
。
傍
人
畏
惡
、
不
敢
近
救
。
負
傷
倒
地
、
暈
死
不
知
。
幸
某
見
兇
、
力
救
扶
回
、
用
湯

灌
醒
。
幾
命
可
憐
、
殘
生
難
保
、
命
在
湏
臾
。
呻
唅
旦
夕
、
苦
楚
難
當
。

② 

訓 

読

��

鬪
毆��　

偶た
ま

々
某
時
に
於
い
て
、
某
の
孤
身
た
る
を
闞み

、
狼
伴
・
鷹
犬
に
喝
令
し
、
多
人
も
て
某
を
捉
え
、
伊
の
家
に
鎻
押
し
、
私ひ
そ
かに
土
牢

に
置
き
、
非
法
に
監
打
す
。
遍
身
靑
紫
に
し
て
頭
面
は
破
碎
せ
ら
る
。
惛こ

ん

懵ぼ
う

し
て
地
に
在
り
。
渠か
れ

、
某
の
捨
命
し
て
向
前
し
、
力
も
て
救

ひ
歸
る
を
扶
く
る
を
得
。
現
今
命
は
懸
絲
の
若
く
、
生
死
は
測
る
罔な

し
。
⃝
兇
黨
を
統
集
し
、
猛
き
こ
と
狼
虎
の
如
く
、
勢
は
陣
獵
の
若
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し
。
各
々
柴
棍
を
執
り
、
俱
に
器
械
を
拿も

ち
任
ほ
し
ひ
ま
ま

に
打
つ
。
遍
身
黑
紫
に
し
て
、
頭
は
傷
つ
き
肢
は
損
は
れ
、
肝
心
を
痛
切
す
。
傍
人
は

惡
を
畏
れ
、
敢
へ
て
近
づ
き
救
は
ず
。
負
傷
し
て
地
に
倒
れ
、
暈う

ん

死
し
て
知
ら
ず
。
幸
ひ
に
も
某
が
兇
を
見
、
力
も
て
救
ひ
扶た
す

け
て
回か
へ

り
、

湯
を
用
て
灌
醒
す
。
幾
命
憐
れ
む
可
く
、
殘
生
保
ち
難
く
、
命
は
湏
臾
に
在
り
。
旦
夕
に
呻
唅
し
、
苦
楚
は
當
た
り
難
し
。

③ 

語 
釈

〈
闞
〉
姓
と
も
と
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
見
る
と
い
う
意
味
に
と
る
。　〈
喝
令
〉
号
令
を
か
け
る
、
命
令
す
る
。　〈
狼
伴
・
鷹
犬
〉
手
先
、
手

下
。　〈
渠
〉
彼
、
あ
の
人
。　〈
器
械
〉
武
器
。　〈
任
打
〉
ほ
し
い
ま
ま
に
打
つ
。　〈
暈
死
〉
気
絶
す
る
。

④ 

和 

訳

��

闘
殴��

　
た
ま
た
ま
あ
る
と
き
某
が
単
身
で
い
る
の
を
見
、〔
被
告
は
〕
子
分
ど
も
に
命
じ
て
殴
り
か
か
ら
せ
た
。
大
勢
で
彼
を
つ
か
ま
え
、

被
告
の
家
に
押
し
込
め
、
密
か
に
土
牢
に
閉
じ
込
め
て
私
刑
を
加
え
た
。
彼
は
全
身
が
青
あ
ざ
だ
ら
け
に
な
り
、
頭
や
顔
は
ぼ
ろ
ぼ
ろ
に

さ
れ
た
。
失
神
し
て
倒
れ
て
い
た
が
、
あ
る
人
が
必
死
に
な
っ
て
手
を
さ
し
伸
べ
、
救
い
出
し
て
家
に
担
ぎ
こ
ん
だ
。
し
か
し
い
ま
や
そ

の
生
命
は
風
前
の
灯
で
、
生
死
は
予
断
を
許
さ
な
い
。
⃝
悪
党
を
寄
せ
集
め
、
虎
狼
の
ご
と
く
猛
々
し
く
、
狩
猟
を
す
る
よ
う
な
勢
い
で

あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
が
棍
棒
を
と
り
、
武
器
を
手
に
持
っ
て
〔
被
害
者
を
〕
殴
る
に
ま
か
せ
た
。
全
身
が
青
あ
ざ
だ
ら
け
で
、
頭
も
手
足
も

み
な
傷
を
負
い
、
内
臓
ま
で
痛
め
つ
け
ら
れ
た
。
周
り
の
人
は
そ
の
凶
悪
さ
に
お
そ
れ
お
の
の
き
、
救
い
の
手
を
差
し
伸
べ
ら
れ
な
か
っ

た
。
傷
を
負
っ
て
倒
れ
伏
し
、
人
事
不
省
と
な
っ
た
。
幸
い
あ
る
人
が
兇
行
を
見
て
お
り
、
救
い
出
し
て
連
れ
帰
っ
た
。
お
湯
で
〔
身
体

を
〕
洗
い
蘇
生
さ
せ
た
が
、
生
命
は
憐
れ
む
べ
き
状
態
で
、
生
死
の
程
は
保
障
で
き
な
か
っ
た
。
死
は
間
近
に
迫
り
、
朝
夕
呻
吟
し
て
、
苦

痛
に
耐
え
が
た
い
あ
り
さ
ま
で
あ
る
。

【
解
説
】

　
こ
こ
に
見
ら
れ
る
の
は
「
子
分
ど
も
」
を
使
い
、「
悪
党
を
寄
せ
集
め
」、「
土
牢
」
を
備
え
て
、「
私
刑
」
や
暴
力
行
為
を
働
く
集
団
の



189

四　明代日用類書の法制史関係史料

姿
で
あ
る
。
ま
さ
に
「
土
豪
」
な
ど
有
力
者
に
よ
る
「
悪
事
」
の
詳
細
を
示
す
例
文
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
「
土
豪
」
の
「
後
段
」

に
お
い
て
も
何
ら
不
自
然
で
は
な
い
。
つ
ま
り
「
土
豪
」
に
対
す
る
告
訴
状
の
「
後
段
」
に
ふ
さ
わ
し
い
例
文
は
「
闘
殴
」
と
い
う
項
目

の
「
後
段
」
に
掲
げ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
構
成
に
し
た
理
由
は
明
ら
か
で
は
な
く
、『
鳴
情
均
化
録
』
の
著
者
の
何
ら

か
の
判
断
に
よ
っ
て
い
る
。
こ
う
し
て
「
土
豪
」
項
目
の
「
後
段
」
に
あ
っ
て
も
よ
い
例
文
は
「
闘
殴
」
項
目
に
置
か
れ
、「
土
豪
」
の
項

に
は
「
前
段
」
の
延
長
的
な
色
合
い
の
濃
い
例
文
が
掲
げ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
「
土
豪
」
に
対
す
る
訴
訟
問
題
を
検
討

す
る
た
め
に
は
、
同
時
に
「
闘
殴
」
な
ど
他
の
項
目
に
も
目
を
配
ら
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

【
史
料
V
】

『
鳴
情
均
化
録
』
土
豪
　
繳
段

　
前
に
述
べ
た
よ
う
に
こ
の
項
目
は
『
三
台
萬
用
』
巻
八
（
上
層
）
に
紛
れ
込
ん
で
い
た
。
一
方
、
他
の
日
用
類
書
に
も
以
下
の
「
原
文
」

に
あ
げ
る
よ
う
な
例
文
が
載
せ
ら
れ
て
い
た
。
本
項
で
は
最
初
に
『
三
台
萬
用
』
の
例
文
を
掲
げ
、
他
の
日
用
類
書
に
よ
っ
て
文
字
を
補

い
、
こ
れ
を
「
復
元
」
と
し
て
掲
げ
る
。
そ
れ
以
外
の
項
目
は
前
項
と
同
じ
で
あ
る
。

① 

原 

文

『
三
台
萬
用
』　��

富
豪��　

激
變
良
民
、
法
律
固
不
縱
容
。
无
故
抄
掠
、
情
理
果
何
堪
忍
。
⃝
橫
强
藐
法
、
架
賊
誣
陷
良
民
。
聚
衆
抄
家
、
非

法
枉
民
冤
穽
。
⃝
勢
豪
枉
法
、
强
占
爲
妻
。
敗
壞
人
倫
、
乖
傷
風
化
。
⃝
（
威
力
縛
人
）　
勢
豪
奸
詐
兇
威
、
擅
行
綁
縛
、
私
家
非
刑
拷
打
。

肆
無
忌
憚
。
情
法
難
容
。

　
　
　
「
復
元
」

a　

切
思
、
激
變
良
民
、
法
律
固
不
縱
容
。
無
故
抄
掠
、
情
理
果
何
堪
忍
。

他
の
類
書
お
よ
び
さ
き
に
検
討
し
た
「
書
式
の
構
成
」
の
記
事
に
従
っ
て
「
切
思
」
を
補
う
。
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b　

痛
思
、
橫
强
藐
法
、
架
賊
誣
陷
良
民
。
聚
衆
抄
家
、
非
法
枉
民
冤
穽
。

こ
れ
も
「
痛
思
」
を
補
う
。
末
尾
の
「
冤
穽
」
は
、『
五
車
萬
寳
全
書
』
で
は
「
冤
罪
」
と
な
っ
て
い
る
。

c　

勢
豪
枉
法
、
强
占
爲
妻
。
敗
壞
人
倫
、
乖
傷
風
化
。

「
敗
壞
人
倫
」
が
『
萬
書
萃
寳
』『
萬
書
淵
海
』『
五
車
萬
寳
全
書
』『
妙
錦
萬
寳
全
書
』『
萬
書
萃
錦
』『
積
玉
全
書
』『
全
書
備
考
』
で
は
「
亂
法
滅
倫
」

と
な
っ
て
い
る
。『
三
台
萬
用
』
に
従
う
。

d　

��

威
力
縛
人��
、
勢
豪
奸
詐
、
兇
威
擅
行
綁
縛
、
私
家
非
刑
拷
打
。
肆
無
忌
憚
。
情
法
難
容
。

『
萬
書
萃
寳
』『
萬
書
淵
海
』『
五
車
萬
寳
全
書
』『
萬
書
萃
錦
』『
積
玉
全
書
』『
全
書
備
考
』
は
冒
頭
の
二
句
が
脱
落
し
て
い
る
。

e　

若
豪
强
兇
惡
不
懲
、
小
民
荼
毒
難
忍
。

『
三
台
萬
用
』
に
は
な
い
が
、『
萬
書
淵
海
』『
萬
寳
全
書
』『
萬
書
萃
錦
』『
全
書
備
考
』『
積
玉
全
書
』
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
例
文
で
あ
る
。

② 

訓 

読

a　

切ひ
そ

か
に
思
ふ
に
、
良
民
を
激
變
す
る
は
、
法
律
、
固も
と

よ
り
縱
容
せ
ず
。
故
無
く
抄せ
う
り
や
く掠す
る
は
、
情
・
理
果
た
し
て
何
ぞ
堪
忍
せ
ん
や
。

b　

痛
く
思
ふ
に
、
橫
强
に
も
法
を
藐な

み

し
、
賊
を
架
そ
そ
の
か

し
て
良
民
を
誣ふ

陷か
ん

す
。
衆
を
聚
め
家
を
抄
し
、
非
法
に
民
を
冤え
ん

穽せ
い

に
枉
す
。

c　

勢
豪
、
法
を
枉ま

げ
、
强
占
し
て
妻
と
爲
す
。
人
倫
を
敗
壞
し
、
風
化
を
乖
傷
す
。

d　

��

威
力
も
て
人
を
縛
る��　

勢
豪
は
奸
詐
に
し
て
、
兇
威
も
て
擅
ほ
し
ひ
ま
ま

に
綁は
う

縛ば
く

を
行
ひ
、
私
家
に
非
刑
に
拷
打
す
。
肆
ほ
し
ひ
ま
ま

に
し
て
忌
憚
無

し
。
情
・
法
、
容ゆ

る

し
難
し
。

e　

若
し
豪
强
の
兇
惡
を
懲
ら
さ
ざ
れ
ば
、
小
民
の
荼と

ど
く毒
は
忍
び
難
し
。

③ 

語 

釈

〈
切
〉
窃
・
竊
と
同
じ
で
、
謙
譲
語
。　〈
架
〉
そ
そ
の
か
す
。　〈
誣
陷
〉
罪
の
な
い
者
を
罪
に
落
と
す
こ
と
。　〈
枉
〉
屈
す
る
。
ま
げ
る
。

ゆ
が
め
る
。　〈
威
力
縛
人
〉『
明
律
』
刑
律
・
闘
殴
に
「
威
力
制
縛
人
」
の
規
定
が
あ
る
。　〈
非
刑
拷
打
〉
不
法
に
拷
問
す
る
。　〈
荼
毒
〉

害
毒
を
流
す
、
迫
害
す
る
。
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④ 

和 

訳

a
　
ひ
そ
か
に
思
う
に
、
良
民
を
煽
り
た
て
て
騒
ぎ
を
起
こ
す
こ
と
は
、
も
と
よ
り
法
律
の
許
容
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
。
理
由
も
な
く

財
物
を
か
す
め
取
る
と
は
、
人
情
・
天
理
と
も
に
決
し
て
堪
え
得
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
の
だ
。

b
　
痛
切
に
思
う
に
、
横
暴
に
も
法
を
な
い
が
し
ろ
に
し
、
悪
党
を
そ
そ
の
か
し
て
良
民
を
陥
れ
て
い
る
。
仲
間
を
集
め
て
家
財
を
奪
い

取
り
、
法
に
反
し
て
民
を
無
実
の
罪
に
陥
れ
て
い
る
。

c
　
悪
党
が
法
を
枉
げ
、〔
婦
女
を
〕
強
奪
し
て
妻
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
人
倫
に
も
と
り
、
教
化
を
傷
つ
け
る
行
為
で
あ
る
。

d
　
威
力
に
よ
っ
て
人
を
〔
制
し
〕
縛
る
こ
と
　
悪
党
ど
も
は
悪
賢
く
、
凶
悪
な
威
勢
に
よ
っ
て
ほ
し
い
ま
ま
に
縛
り
上
げ
、
自
分
の
家

で
不
法
に
拷
問
を
行
っ
た
。
勝
手
放
題
を
し
て
何
の
は
ば
か
る
と
こ
ろ
も
な
い
。
人
情
・
国
法
に
お
い
て
許
し
が
た
い
行
為
で
あ
る
。

e
　
も
し
有
力
者
の
凶
悪
行
為
を
懲
ら
し
め
な
い
な
ら
ば
、
小
民
へ
の
迫
害
は
堪
え
が
た
い
も
の
で
あ
る
。

【
解
説
】

　
こ
れ
ら
は
「
切
思
」「
痛
思
」
な
ど
で
書
き
出
す
パ
タ
ー
ン
の
文
型
で
あ
り
、
自
分
の
考
え
を
述
べ
る
部
分
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
目
し
て

お
き
た
い
の
は
、
e
以
外
の
例
文
で
、
い
わ
ゆ
る
裁
判
の
基
準
と
な
る
三
つ
の
法
源
、
つ
ま
り
判
決
の
根
拠
と
な
る
「
人
情
・
国
法
・
天

理
」
に
直
接
関
連
づ
け
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
法
源
が
直
接
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
c
で
も
「
人
倫
に
も
と
り
」
と
い
う
句
が
あ

り
、
そ
れ
は
人
倫
つ
ま
り
天
理
に
背
い
て
い
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
「
土
豪
」
の
「
悪
事
」
が
ど
の
法
源
に
反
す
る
か
を

指
摘
し
て
い
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、「
前
段
」「
後
段
」
で
述
べ
た
事
件
が
犯
罪
と
し
て
成
立
す
る
た
め
の
法
源
を
指
摘
し
、
被
告
は
当
然

国
家
に
よ
る
処
罰
の
対
象
と
な
る
と
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
点
か
ら
み
れ
ば
、
あ
る
程
度
法
律
に
関
す
る
知
識
を
持
つ
者
が
告
訴
状
の
作
成
に
か
ら
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
な
か
に

は
宋
代
に
既
に
存
在
し
て
い
た
、
書
舗
戸
と
よ
ば
れ
る
代
書
屋
あ
る
い
は
訟
師
と
よ
ば
れ
る
非
公
式
の
訴
訟
請
負
人
な
ど
も
い
た
の
で
あ
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ろ
う
。
た
だ
、『
鳴
情
均
化
録
』
全
体
の
例
文
内
に
は
、
訟
師
の
名
称
が
一
例
し
か
登
場
し
て
い
な
い
。
彼
ら
の
影
響
力
の
大
き
さ
に
対
し

て
そ
の
例
示
が
あ
ま
り
に
少
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
今
後
の
研
究
に
待
つ
し
か
な
い
。
た
と
え
ば
訟
師
が
国

家
に
よ
っ
て
公
式
に
認
め
ら
れ
た
存
在
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
点
は
そ
の
理
由
の
一
つ
と
し
て
考
え
ら
れ
よ
う
。

【
史
料
VI
】

『
鳴
情
均
化
録
』
土
豪
　
結
段

　
前
項
と
同
様
に
検
討
す
る
。

① 

原 

文

『
三
台
萬
用
』　��

富
豪��　

冐
死
懇
天
。
勦
除
强
暴
、
民
得
安
生
。
陰
騭
萬
代
。
望
光
上
吿
。
⃝
吿
向
靑
天
。
與
民
作
主
、
勦
虎
劈
弊
、
塗
約

除
冤
。
⃝
伏
乞
准
理
、
祛
惡
除
奸
。
深
爲
恩
便
、
老
幼
感
恩
。
激
切
奔
吿
。

　
　
　
「
復
元
」

a　

冐
死
懇
天
。
勦
除
强
暴
、
民
得
安
生
。
陰
騭
萬
代
。
望
光
上
吿
。

「
勦
除
强
暴
」
を
『
萬
書
萃
寳
』『
萬
書
淵
海
』『
五
車
萬
寳
全
書
』『
萬
書
萃
錦
』『
積
玉
全
書
』『
全
書
備
考
』
は
「
芟
除
强
暴
」
と
し
、『
學
海
群
玉
』

『
妙
錦
萬
寳
全
書
』
は
「
勦
除
强
惡
」
と
す
る
。
ま
た
「
民
得
安
生
」
を
『
萬
書
萃
寳
』『
萬
書
淵
海
』『
五
車
萬
寳
全
書
』『
萬
書
萃
錦
』『
積
玉
全
書
』

『
全
書
備
考
』
は
「
民
得
聊
生
」
と
す
る
。
い
ず
れ
も
『
三
台
萬
用
』
に
従
う
。

b　

吿
向
靑
天
。
與
民
作
主
、
勦
虎
劈
弊
、
塗
約
除
冤
。
廹
切
上
吿
。

『
三
台
萬
用
』『
五
車
抜
錦
』『
學
海
群
玉
』『
妙
錦
萬
寳
全
書
』
に
は
「
廹
切
上
吿
」
が
な
い
が
、
他
の
類
書
に
よ
っ
て
こ
れ
を
補
う
。

c　

伏
乞
准
理
、
祛
惡
除
奸
。
深
爲
恩
便
、
老
幼
感
恩
。
激
切
奔
吿
。

d　

俯
怜
准
理
、
祛
惡
安
善
。
感
激
哭
吿
。

『
三
台
萬
用
』
に
は
な
い
が
、『
萬
書
萃
寳
』『
萬
書
淵
海
』『
五
車
萬
寳
全
書
』『
萬
書
萃
錦
』『
積
玉
全
書
』『
全
書
備
考
』
が
載
せ
て
い
る
例
文
で
あ

る
。



193

四　明代日用類書の法制史関係史料

② 

訓 

読

a　

死
を
冐
し
て
天
に
懇
す
。
强
惡
を
勦
除
し
て
民
の
生
に
安
ん
ず
る
を
得
ん
こ
と
を
。
陰い

ん

騭じ
つ

は
萬
代
な
ら
ん
。
光
を
望
ん
で
上
吿
す
。

b　

靑
天
に
吿
向
す
。
民
の
與た

め

に
主
を
作な

し
、
虎
を
勦う

ち
弊
を
劈さ

き
、
約
を
塗
し
て
冤
を
除
か
れ
ん
こ
と
を
。
廹
切
し
て
上
吿
す
。

c　

伏
し
て
理
に
准し

た
がひ
、
惡
を
祛は
ら

ひ
奸
を
除
か
れ
ん
こ
と
を
乞
ふ
。
深
く
恩
便
を
爲
さ
ば
、
老
幼
、
恩
に
感
ぜ
ん
。
激
切
に
奔
吿
す
。

d　

俯
し
て
怜あ

わ

れ
み
理
に
准
ひ
、
惡
を
祛
ひ
善
を
安
ん
ぜ
ん
こ
と
を
。
感
激
し
て
哭
吿
す
。

③ 

語 

釈

〈
陰
騭
〉
陰
徳
、
つ
ま
り
人
知
れ
ず
行
う
善
行
の
こ
と
。　〈
靑
天
〉
青
空
の
意
で
あ
る
が
、
清
廉
な
官
吏
の
喩
え
と
し
て
用
い
て
い
る
。　

〈
作
主
〉
自
分
の
考
え
で
処
置
す
る
こ
と
。　〈
塗
約
〉
未
詳
。「
塗
」
に
は
「
塗
り
つ
ぶ
す
、
塗
っ
て
消
す
」
の
意
味
が
あ
る
。「
約
」
は
契

約
な
ど
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。

④ 

和 

訳

a
　
生
命
を
か
け
て
お
願
い
申
し
上
げ
る
。
凶
悪
な
る
勢
力
を
打
ち
滅
ぼ
し
、
民
は
安
穏
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
。〔
そ
う
す
れ

ば
〕
陰
徳
は
万
代
も
続
く
だ
ろ
う
。
天
を
仰
い
で
告
訴
す
る
。

b
　
清
廉
な
る
官
に
申
し
上
げ
る
。
民
の
た
め
を
思
っ
て
行
政
を
主
導
し
、
虎
の
ご
と
き
輩
を
退
治
し
悪
弊
を
除
き
去
り
、
偽
り
の
契
約

を
抹
消
し
、
恨
み
を
取
り
は
ら
わ
れ
ん
こ
と
を
。
切
迫
し
た
心
で
上
告
す
る
。

c
　
伏
し
て
天
理
に
従
い
、
悪
を
取
り
去
り
邪

よ
こ
し
ま

な
も
の
を
除
い
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ
う
す
れ
ば
深
く
恩
を
思
い
、
老
人
も
子
供
も
恩

を
感
じ
る
だ
ろ
う
。
激
し
て
率
直
に
告
訴
す
る
。

d
　
下
々
を
憐
れ
み
、
天
理
に
従
い
、
悪
を
除
き
善
を
安
ん
じ
る
こ
と
を
お
願
い
す
る
。
心
が
激
し
、
泣
い
て
告
訴
す
る
。

【
解
説
】
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こ
こ
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
例
文
は
す
べ
て
四
字
句
に
整
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
定
型
文
な
の
で
一
部
が
省
略
さ
れ
て
い
る
可
能
性
も
あ

る
。
と
も
あ
れ
、
そ
の
内
容
は
「
天
」「
青
天
」
と
表
現
さ
れ
た
皇
帝
・
地
方
官
に
懇
願
す
る
体
裁
を
と
り
、「
伏
し
て
乞
い
」、「
下
々
を

憐
れ
む
」
こ
と
を
願
う
形
式
を
と
っ
て
い
る
。
こ
う
し
て
「
土
豪
」
の
犯
罪
を
懲
ら
し
め
て
ほ
し
い
と
い
う
切
実
な
願
望
を
表
す
文
型
と

し
て
い
る
。
こ
れ
ら
が
告
訴
状
全
体
を
締
め
く
く
る
定
型
の
例
文
、
結
語
で
あ
っ
た
。

三
　
総 
括

　
以
上
の
よ
う
に
、
日
用
類
書
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
明
代
末
期
の
告
訴
状
の
文
章
構
成
や
典
型
的
内
容
が
理
解
で
き
る
。
ま
た
具
体
的

に
取
り
あ
げ
た
「
土
豪
」
の
例
文
か
ら
、
当
時
の
在
地
有
力
者
た
ち
に
共
通
す
る
活
動
、
あ
る
い
は
彼
ら
が
引
き
起
こ
す
、
典
型
的
な
「
悪

事
」
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
当
時
の
訴
訟
問
題
の
み
な
ら
ず
、
社
会
の
動
き
の
一
側
面
を
う
か
が
う

こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
た
だ
し
、
こ
の
「
共
通
す
る
」「
典
型
的
な
」
性
格
に
は
若
干
の
問
題
が
残
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
彼
ら
の
活
動
や
「
悪
事
」
が
、
著
者
で

あ
る
知
識
人
に
よ
っ
て
、
作
文
の
技
術
も
踏
ま
え
て
デ
フ
ォ
ル
メ
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
否
定
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
原
告
の

被
っ
た
損
害
を
強
調
し
、
誇
張
し
て
い
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
予
想
し
や
す
い
。
そ
の
う
え
で
、「
土
豪
」
の
「
悪
事
」
を
パ
タ
ー
ン
化
し
て
、

い
か
に
悪
逆
非
道
な
行
動
で
あ
る
か
を
強
調
し
て
描
き
出
し
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。
私
た
ち
は
こ
れ
ら
を
そ
の
ま
ま
歴
史
的
事
実
と
し

て
扱
う
こ
と
は
、
当
然
で
き
な
い
。
こ
の
よ
う
な
デ
フ
ォ
ル
メ
部
分
は
割
り
引
い
た
う
え
で
、
本
史
料
を
理
解
し
て
ゆ
く
必
要
が
あ
る
。

　
こ
う
し
た
問
題
が
あ
る
と
は
い
え
、
南
宋
の
『
名
公
書
判
清
明
集
』
と
共
通
す
る
「
土
豪
」
の
活
動
形
態
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る

の
も
事
実
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
『
清
明
集
』
は
基
本
的
に
判
決
文
集
で
あ
り
、
本
史
料
は
告
訴
状
の
ひ
な
型
で
あ
る
と
い
う
性
格
の
違
い

は
あ
る
。
そ
れ
で
も
両
者
が
描
き
出
す
「
土
豪
」
像
に
は
か
な
り
の
共
通
性
が
あ
っ
た
。
南
宋
代
か
ら
明
代
末
期
ま
で
の
四
〇
〇
年
ほ
ど
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の
時
空
を
隔
て
た
両
者
が
、
と
も
に
共
通
の
レ
ト
リ
ッ
ク
を
駆
使
し
て
デ
フ
ォ
ル
メ
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
こ
の
間
の
時

間
的
経
過
に
よ
っ
て
デ
フ
ォ
ル
メ
が
強
化
さ
れ
、
パ
タ
ー
ン
化
が
進
行
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
今
後
の
研
究
が
必
要
で
あ
る
。

　
と
も
あ
れ
本
稿
と
同
様
な
方
法
で
「
土
豪
」
以
外
の
他
の
項
目
に
つ
い
て
も
検
討
す
れ
ば
、
当
時
の
訴
訟
に
関
わ
る
諸
般
の
状
況
が
よ

り
い
っ
そ
う
明
ら
か
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
か
ら
こ
の
時
期
の
基
層
社
会
の
一
面
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
意

味
で
も
明
代
日
用
類
書
研
究
の
持
つ
役
割
は
小
さ
く
な
い
。
今
後
、
本
史
料
を
よ
り
積
極
的
に
活
用
し
て
ゆ
く
こ
と
が
望
ま
れ
る
の
で
あ

る
。

追
記
：
本
稿
は
二
〇
一
五
～
一
八
年
度
科
学
研
究
費
助
成
事
業
（
基
盤
研
究
🄒
、
課
題
名
「
宋
～
明
代
日
用
類
書
の
基
礎
的
研
究
」）
に
よ
る
研

究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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